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フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
に
お
け
る

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
流
行
の
疫
学

三
宅
邦
明

フィリピン

の
集
積
に
伴
い
２
０
０
０
年
の
推
計
で

は
５
千
人
に
ま
で
下
方
修
正
が
行
わ
れ

た
。（
２
）
予
想
さ
れ
た
多
く
の
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
に
も
係
わ
ら
ず
比

国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
罹
患
率
は
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
に
比
べ
驚
く
ほ
ど
非
常
に
低
率
に
保

た
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
多

く
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存
在
に
も

係
わ
ら
ず
、
予
想
を
大
幅
に
下
回
る
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
で
推
移
し
て
い
る
原
因

に
つ
い
て
、
比
国
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
流
行
の
状
況
、
こ
れ
ら
の
リ

ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
調

査
・
分
析
を
行
う
。

Ⅱ
．
比
国
に
つ
い
て

　
比
国
は
南
北
１
８
５
１
㎞
に
わ
た
り

散
在
す
る
約
７
１
０
０
の
島
々
で
構
成

さ
れ
る
が
、
ル
ソ
ン
島
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
、
パ
ナ
イ
島
等
11
の
大
き
な
島
が
全

面
積
の
92
・
３
％
を
占
め
る
。
西
は
南

シ
ナ
海
、
東
は
太
平
洋
、
南
は
ス
ル
ー

海
と
セ
レ
ベ
ス
海
、
北
は
バ
シ
ー
海
峡

に
面
し
、
総
海
岸
線
長
は
日
本
と
ほ
ぼ

な
ぜ
感
染
爆
発
が
起
こ
ら
ず
、
低
率
に
保
た
れ
て
い
る
の
か

前
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
本
大
使
館
二
等
書
記
官
、

現
厚
生
労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課

Ⅰ
．
は
じ
め
に

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
（
以
下
、「
比

国
」）
に
お
い
て
最
初
の
エ
イ
ズ
患
者

が
発
見
さ
れ
た
１
９
８
４
年
当
時
、
海

外
と
の
激
し
い
人
口
移
動
、
発
達
し

た
性
産
業
、
低
い
コ
ン
ド
ー
ム
使
用

率
、
高
い
性
行
為
感
染
症
罹
患
率
、
輸

血
市
場
の
大
半
を
占
め
る
未
検
査
の

売
血
等
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
の
存

在
に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染

爆
発
が
危
惧
さ
れ
、
２
０
０
０
年
に

は
９
万
２
千
人
を
超
え
る
感
染
者
数
が

予
想
さ
れ
て
い
た
。（
１
）
こ
の
た
め
我

が
国
は
１
９
９
４
年
の
日
米
包
括
経
済

協
議
に
お
い
て
日
米
両
国
が
共
同
し
て

解
決
す
べ
き
全
世
界
的
問
題
と
さ
れ
た

エ
イ
ズ
対
策
対
象
国
と
し
て
比
国
を
指

定
し
、
１
９
９
４
年
よ
り
エ
イ
ズ
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
１
９
９
８
年
に
比
国
保

健
省
が
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と

行
っ
た
推
計
に
よ
れ
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
数
２
万
９
千
人
と
さ
れ
、
更
に
知
見
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同
じ
３
万
４
６
０
０
㎞
で
典
型
的
な

島と
う
し
ょ嶼

国
家
で
あ
る
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｒ
（
乳
幼
児
死
亡
率
）
は
、
31

／
千
出
生
、
Ｕ
５
Ｍ
Ｒ
（
５
歳
児
未
満

死
亡
率
）
42
／
千
出
生
、
平
均
寿
命
は

68
・
６
年
で
あ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｒ
は
我
が
国

の
１
９
６
０
年
の
状
況
と
重
な
る
。
ま

た
、
近
年
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
が
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
に

代
わ
る
開
発
の
指
標
と
し
て
、
平
均
寿

命
、
成
人
識
字
率
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
の
３
つ
を
勘
案
し
た
人
間
開
発

指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
を
開
発
、
発
表
し
て

い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
70
位
で
あ
り
、
こ
れ
は
タ
イ
の
66
位

よ
り
悪
く
、
１
０
２
位
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
よ
り
良
好
で
あ
る
。（
３
）

　
比
国
の
宗
教
は
、
14
世
紀
に
ア
ラ
ブ

人
交
易
者
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
イ

ス
ラ
ム
教
と
ス
ペ
イ
ン
の
統
治
下
に
お

い
て
布
教
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
と
に
大

別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
キ
リ
ス
ト
教
が

全
人
口
の
約
93
％
を
占
め
、
特
に
コ
ン

ド
ー
ム
の
使
用
を
含
む
人
工
的
避
妊
法

の
使
用
を
禁
じ
て
い
る
ロ
ー
マ
ン
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
勢
を
占
め
て
い

る
。

　
人
口
は
７
６
５
０
万
人
（
２
０
０
０

年
の
国
勢
調
査
）
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

性
活
動
年
齢
と
い
わ
れ
て
い
る
15
歳
か

ら
49
歳
の
人
口
は
約
４
千
万
人
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
１
９
９
５
年
か
ら

２
０
０
０
年
ま
で
の
年
平
均
人
口
増
加

率
は
、
２
・
36
％
と
ア
ジ
ア
諸
国
中
で

も
非
常
に
高
率
で
あ
る
。

Ⅲ
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

の
状
況

　

現
在
、
比
国
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
状
況
把
握
は
、Passive 
surveillance （

受
動
的
監
視
）
及
び

A
ctive surveillance

（
積
極
的
監

視
）
の
２
種
類
の
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
通
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

Passive surveillance

は
、
病

院
、
診
療
所
、
検
査
所
及
び
血
液

銀
行
で
発
見
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
を
保
健
省
が
集
計
し
て
い
る
も
の

で
、
２
０
０
１
年
11
月
ま
で
に
累
計

１
５
８
９
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
（
う

ち
、
５
３
７
人
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
）
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
年
次
推
移
上
、
大

き
な
変
化
は
な
く
年
１
５
０
〜
２
０
０

程
度
の
報
告
が
続
い
て
い
る
。（
図

１
）
同
時
期
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
感

染
者
は
、
半
数
以
上
が
男
性
で
あ
り

（
61
・
０
％
）、
感
染
経
路
と
し
て
は

性
交
渉
を
通
じ
た
感
染
が
大
半
を
占

め
（
83
・
４
％
）、
そ
の
大
半
が
異
性

間
性
交
渉
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
出

稼
ぎ
労
働
者
（O

FW
; O
verseas 

Filipino W
orkers

）
に
感
染
者
が

多
く
（N

=434/1589 

27
・
３
％
）

そ
の
う
ち
、
船
乗
り
が
38
％
と
か
な
り

の
割
合
を
占
め
る
。
図
２
に
、
報
告
例

の
性
別
・
年
齢
別
内
訳
を
示
す
。

　

Active surveillance

は
比
国
の

主
要
都
市
10
ヶ
所
に
お
い
て
毎
年
ハ
イ

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
群
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
。（
４
）
直
近
の
２
０
０
０
年
３
月

に
行
わ
れ
た
調
査
で
は
登
録
女
性
性
産

業
従
事
者
（registered fem

ale 
sex w

orkers: RFSW

）
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ

有
病
率
は
０
・
13
％
、
未
登
録
女
性
性

産
業
従
事
者
（freelance fem

ale 

sex w
orkers: FLSW

）
の
そ
れ
は

０
・
07
％
で
あ
り
、
全
て
の
調
査
時
期

に
お
い
て
両
者
と
も
１
％
を
大
幅
に
下

回
り
続
け
て
い
る
（
Ｒ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
の
有
病

率
０
・
07
〜
０
・
21
％
）。
同
性
愛

者
（m

en w
ho have sex w

ith 
m
en: M

SM

）、
注
射
麻
薬
常
用
者

（injecting drug users: ID
U
s

）

に
つ
い
て
は
、
全
11
回
を
通
し
て
全
て

の
検
体
を
合
計
し
た
場
合
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽

性
割
合
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
で
０・04
％
（N

=
2/4514

）、
Ｉ
Ｄ
Ｕ
で
０・05
％
（N

=
1/1846

）
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
ハ
イ

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
も
大
変
小
さ
い
有
病

率
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
エ
イ
ズ
対
策
実
施
者
で
あ
る
保
健

省
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
、
赤
十
字
社
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
者
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
等
の
国

際
機
関
、
我
が
国
、
米
国
等
の
各
国
援

助
機
関
の
代
表
者
の
出
席
の
も
と
行
っ

た
会
議
（
以
下
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会

議
）
の
結
果
、
２
０
０
０
年
の
比
国
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
５
千
人
と
推
計
さ

れ
た
。（
２
）
こ
の
５
千
人
を
全
人
口
で
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除
し
た
有
病
率
は
０
・
007
％
と
な
り
、

こ
れ
は
、
同
様
に
算
出
し
た
ア
ジ
ア
近

隣
諸
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
有
病
率
で
あ
る
ベ
ト

ナ
ム
の
０・155
％
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
０・

183
％
、
タ
イ
の
１
・
129
％
（
２
）
に
比
較

し
て
驚
異
的
に
低
く
、
我
が
国
と
同
値

で
あ
る
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
各
年

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
で
推
計
さ
れ
た

感
染
者
は
、
１
９
９
３
年
に
行
わ
れ
た

感
染
者
の
増
加
推
移
の
予
想
を
大
き
く

下
回
る
。

Ⅳ
．
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
流
行
リ
ス
ク
フ
ァ
ク

タ
ー

　

次
に
、
い
わ
ゆ
る
リ
ス
ク
フ
ァ
ク

タ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
概
要
を
記
す
。

１
． 人
口
移
動

　

比
国
公
用
語
は
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
と

英
語
で
あ
る
た
め
多
く
の
者
が
英
語

を
話
す
こ
と
、
ま
た
政
府
が
海
外
出

稼
ぎ
労
働
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
１
９
９
９
年
の
１
年
で
約
65
万
人

が
Ｏ
Ｆ
Ｗ
と
な
っ
て
出
国
し
、
国
内
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報
告
数
（
件
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報
告
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予
測
数
、
推
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者
、
一
般
人
共
に
増
加
傾
向
を
示
し
て

い
る
が
検
査
体
制
の
確
立
に
よ
る
も
の

で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
コ
ン
セ
ン
サ

ス
会
議
で
は
、
各
研
究
間
の
比
較
は
難

し
い
が
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。（
４
）

　

一
方
、
保
健
省
の
独
自
調
査

（
１
９
９
１
年
か
ら
１
９
９
４
年
）（
６
）

及
びA

ctive surveillance

（
７
）

（
１
９
９
５
年
以
降
）
を
見
る
限
り
増

加
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。

３
． 性
行
動
に
つ
い
て

　
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
い
う
調
査
に
お

い
て
大
都
市
３
ヶ
所
（
ケ
ソ
ン
市
、
セ

ブ
市
、
ダ
バ
オ
市
）
の
男
性
に
面
接

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
平
均
初
婚
年

齢
は
25
歳
、
平
均
性
交
開
始
年
齢
は
19

歳
で
あ
っ
た
。（
８
）
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
大
学
がYoung A

dult Fertility 
Survey II

（YA
FS-II

）
に
お
い
て

15
歳
か
ら
24
歳
の
１
万
８
７
９
名
の
調

査
を
し
た
と
こ
ろ
、
57
・
５
％
の
既
婚

男
性
及
び
34
・
５
％
の
既
婚
女
性
が
結

婚
前
に
性
交
体
験
を
持
ち
、
４
％
の
既

Ｉ
Ｄ
Ｕ
ｓ
で
78
％
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
実
際
の
防
御
法
の
実
施
に
つ

い
て
はG

ladys

ら
が
（
９
）、１
９
９
８

年
に
マ
ニ
ラ
首
都
圏
（
マ
カ
テ
ィ
市
、

パ
シ
ッ
グ
市
）
の
１
１
５
９
名
の
女

性
性
産
業
従
事
者
及
び
ゲ
イ
バ
ー
で

働
く
男
性
１
０
０
人
に
面
接
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
常
に
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用

す
る
者
は
女
性
で
84
・
９
％
、
男
性

で
65
・
１
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
Ｂ
Ｓ

Ｓ
の
結
果
で
は
Ｒ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
が
不
特
定
者

と
最
後
に
性
交
渉
を
持
っ
た
際
の
コ
ン

ド
ー
ム
使
用
率
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
（
パ

サ
イ
市
、
ケ
ソ
ン
市
）
に
お
い
て
は
同

様
に
高
い
数
値
で
あ
っ
た
が
、
地
方
都

市
（
バ
ギ
オ
市
、
オ
ロ
市
、
ゲ
ン
サ
ン

市
等
）
に
お
い
て
は
40
〜
60
％
の
使
用

率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

５
． 注
射
麻
薬
使
用
、
血
液
製
剤

　

注
射
麻
薬
の
使
用
率
に
つ
い
て
の

情
報
は
限
ら
れ
て
お
り
、
デ
ー
タ
も
ば

ら
つ
き
が
あ
る
が
、Trends-M

BL 
survey

に
よ
る
と
男
性
の
５
％
、Ｙ
Ａ

Ｆ
Ｓ
-Ⅱ
で
は
男
性
２
％
、
女
性
２
％

人
口
７
６
５
０
万
に
対
し
て
累
計
約

４
９
２
万
人
も
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
約

１
６
０
の
国
や
地
域
で
働
い
て
い
る
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。（
５
）
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
外
雇
用
庁
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
と

出
国
先
は
、
多
い
順
に
日
本
７
万
人
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
６・３
万
人
、
香
港

２・８
万
人
、
台
湾
２・３
万
人
で
、
業

務
は
多
い
順
に
家
事
手
伝
い
６・２
万

人
、
ダ
ン
サ
ー
３・
５
万
人
、
歌
手

３・３
万
人
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
０・９
万

人
と
な
っ
て
い
る
。

２
． 性
行
為
関
連
感
染
症
の
状
況

　

コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
の
１
９
９
９

年
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
性
産
業
従
事

者
の
有
病
率
は
淋
病
15
％
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
35
％
、
梅
毒
４
％
、
ト
リ
コ
モ
ナ
ス

５
％
で
あ
る
。（
２
）
ま
た
、
一
般
人
と

ほ
ぼ
同
値
と
考
え
ら
れ
る
妊
産
婦
の

有
病
率
は
淋
病
０・６
％
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
10
％
、
梅
毒
１・３
％
、
ト
リ
コ
モ

ナ
ス
２・５
％
で
あ
っ
た
。（
２
）
こ
れ
ら

の
罹
患
率
を
過
去
の
研
究
と
比
較
す

る
と
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
は
性
産
業
従
事

婚
女
性
及
び
16
％
の
既
婚
男
性
が
婚
外

性
交
体
験
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
売

春
経
験
を
持
つ
男
性
は
年
齢
と
共
に
増

加
し
24
歳
男
性
の
20
％
が
経
験
を
持
っ

て
い
た
。

　
一
方
、
毎
年
２
０
０
万
人
を
超
え
る

外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
比
国
は
大
き

な
性
産
業
を
抱
え
て
お
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の

調
査
に
よ
れ
ば
50
万
か
ら
２
０
０
万
の

性
産
業
従
事
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、O

freneo

他
の
研
究

に
よ
れ
ば
、都
市
部
成
人
人
口
の
１
％
、

地
方
部
の
そ
れ
の
０・５
％
が
性
産
業

に
従
事
し
、
総
計
40
〜
50
万
人
と
さ
れ

て
い
る
。

４
． 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
防
御
に

関
す
る
知
識
、
行
動
に
つ
い
て

　

１
９
９
９
年
に
比
国
保
健
省
の
実

施
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
群
を
対

象
と
し
たBehavioural Sentinel 

Survey
（BSS

）
に
よ
れ
ば
、
適
切

な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
防
御
法
を
理
解
し
て

い
る
割
合
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｓ
Ｗ
で
74
％
、
Ｆ

Ｌ
Ｓ
Ｗ
で
60
％
、
Ｍ
Ｓ
Ｍ
で
66
％
及
び
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未
満
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
に
薬
剤

乱
用
者
は
多
い
も
の
の
注
射
器
を
利
用

す
る
者
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

血
液
製
剤
は
、
売
血
を
禁
ず
る
法

律
が
１
９
９
４
年
に
施
行
さ
れ
る
ま
で

そ
の
供
給
量
の
約
７
割
が
売
血
で
あ
っ

た
。
現
在
、
売
血
は
一
部
の
例
外
を
除

き
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
マ
ニ
ラ

首
都
圏
の
１
割
は
売
血
に
よ
り
賄
わ
れ

て
い
る
。

Ⅴ
．
対
策
実
施
体
制

　

比
国
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
の

最
高
機
関
は
保
健
省
長
官
を
長
と
す
る

政
府
機
関
、
財
界
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
で

構
成
さ
れ
る
比
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
イ
ズ

審
議
会
（
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｃ
）
で
あ
る
。
当
機

関
に
よ
り
エ
イ
ズ
に
対
す
る
中
期
計
画

（
２
０
０
０
年
〜
２
０
０
４
年
）
が
作

成
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
の
最
前

線
機
関
は
主
要
機
関
と
し
て
全
国
に

約
１
５
０
あ
るSocial H

ygiene 
Clinic

（SHC

）
が
、
そ
の
補
完
と

し
て
医
療
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
る
。
Ｓ

Ｈ
Ｃ
は
、
地
方
自
治
体
に
所
属
し
、
条

例
に
よ
り
風
俗
業
、
接
客
業
に
従
事
す

る
婦
女
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ・Ｓ
Ｔ
Ｄ
定
期
検
査
、

治
療
、
予
防
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
可
能
な
施
設
は
未
だ
10
箇
所
前
後
に

限
ら
れ
る
。
比
国
は
、
憲
法
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
役
割
が
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

多
く
活
動
が
盛
ん
な
国
で
あ
る
が
、
こ

の
分
野
に
つ
い
て
も
２
０
０
を
超
え
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
お

り
い
く
つ
か
の
団
体
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る
。

　

各
施
設
の
検
査
室
で
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
陽
性
と
な
っ
た
検
体
は
、
献

血
検
体
に
つ
い
て
は
熱
帯
医
学
研
究

所
（R

esearch Institute for 
Tropical M

edicine: RITM

）、

そ
の
他
の
検
体
に
つ
い
て
は
エ
イ

ズ
中
央
共
同
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（STD

/
A
ID
S C
ooperative C

entral 
Laboratory: SACCL

）
に
お
い
て

確
定
診
断
さ
れ
る
。こ
れ
ら
の
施
設
は
、

い
ず
れ
も
我
が
国
の
一
般
無
償
に
よ
り

施
設
を
供
与
し
た
と
共
に
数
度
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
に
よ
り
多
く

の
日
本
人
専
門
家
が
そ
の
発
展
を
支
援

し
て
き
た
研
究
所
で
あ
る
。

Ⅵ
．
お
わ
り
に

　
１
９
８
４
年
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
初
例
の

発
見
以
来
、
予
想
さ
れ
て
い
た
感
染
爆

発
は
未
だ
起
こ
ら
ず
低
率
に
保
た
れ
て

い
る
訳
で
あ
る
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会

議
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
罹
患
率
が
低
く
、
感
染
者

の
増
加
割
合
が
低
い
原
因
と
し
て
①
性

産
業
従
事
者
の
性
交
渉
パ
ー
ト
ナ
ー
が

少
数
で
あ
り
、
性
交
渉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
範
囲
で
な
い
。
②
（
女
性
性
産
業

従
事
者
の
顧
客
と
し
て
の
）
男
性
と
性

産
業
従
事
者
と
の
接
触
が
低
い
。
又
、

複
数
の
性
行
為
の
相
手
が
い
る
者
で

あ
っ
て
も
、
一
時
期
に
一
人
の
相
手
し

か
持
た
な
い
〝
一
夫
一
妻
制
の
連
続
〞

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
③
一
般
男
性
の

ほ
と
ん
ど
が
単
数
の
性
交
渉
パ
ー
ト

ナ
ー
し
か
持
た
な
い
。
④
肛
門
性
交
を

行
う
男
性
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
⑤
潰

瘍
性
の
性
行
為
関
連
感
染
症
罹
患
率
が

少
な
い
。
⑥
Ｉ
Ｄ
Ｕ
人
口
が
少
な
い
。

⑦
ほ
と
ん
ど
の
男
性
が
割
礼
し
て
い

る
。
⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
勢
的
特
徴
の

た
め
。
の
８
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。（
４
）

　
保
健
省
の
疫
学
担
当
官
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
８
項
目
の
中
で
も
特
に
②
及

び
⑥
を
最
大
原
因
と
し
て
い
る
。
上
記

Ｂ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
と
比
国
の
性
産
業
従
事

者
は
平
均
し
て
週
に
２・２
〜
３・５
回

ほ
ど
し
か
売
春
行
為
を
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
頻
度
の
少
な
さ
が
②
を
裏
付
け
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
２
）

　
比
国
に
対
す
る
保
健
医
療
分
野
の
国

際
協
力
に
係
わ
る
者
と
し
て
、
こ
の
比

国
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
状
況
に
興
味
を

持
ち
、
そ
の
調
査
方
法
、
リ
ス
ク
フ
ァ

ク
タ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
す
る

と
と
も
に
、
保
健
省
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
他
様
々
な
国
際
機
関
、
ド
ナ
ー
等

と
議
論
を
持
っ
た
。
そ
の
結
果
、
比
国

の
人
口
７
６
５
０
万
人
中
で
５
千
人
し

か
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
存
在
し
な
い
こ
と

に
つ
い
て
そ
の
調
査
方
法
の
不
備
で
は

な
く
実
際
に
少
数
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

フィリピン
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現
在
に
至
る
ま
で
そ
の
低
い
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
率
の
理
由
に
つ
い
て
充
分
な
解
析
は

な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
よ
り
効
果
的
な
比
国
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
新
た
な
世
界
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
新

た
な
知
見
の
獲
得
も
目
指
し
、
上
記
８

項
目
に
つ
い
て
、
医
学
的
な
見
地
の
み

な
ら
ず
、
社
会
学
的
、
行
動
学
的
な
ど

他
分
野
と
連
携
し
、さ
ら
に
深
い
研
究・

分
析
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　
最
後
に
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
、
な
ら
び
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た

Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
・
葛
西

健
感
染
症
対
策
官
に
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
﹇
三
宅　

邦
明
﹈
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２
０
０
３
年
11
月
27
日
〜
12
月
１

日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
第

７
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
エ
イ
ズ

国
際
会
議
（
神
戸
会
議
）
が
延
期
さ

れ
、
２
年
後
の
２
０
０
５
年
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
神
戸
会
議
組
織
委
員
長
の
岸
本
忠

三
氏
は
「
延
期
さ
れ
る
こ
と
は
大
き

な
損
失
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
と

し
つ
つ
、延
期
の
理
由
に
つ
い
て「
専

門
家
が
予
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
今

冬
に
お
け
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
再
燃
の
可
能

性
が
高
く
、
冬
季
に
例
年
生
じ
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
と
重
な
っ
て
、

会
議
や
開
催
地
に
混
乱
が
生
じ
る
こ

と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
こ
と
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
神
戸
会
議
に
合
わ
せ
市
民
向
け

等
に
計
画
さ
れ
て
い
た
一
部
の
イ

ベ
ン
ト
は
実
施
さ
れ
、
第
17
回
日

本
エ
イ
ズ
学
会
（
会
長
：
木
原
正

博
）
も
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
７
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
エ
イ
ズ
国
際
会
議
が
２
年
後
に
延
期

ホームページに掲載された「延期のお知らせ」
http://www.icaap7.jp/

第7回アジア太平洋地域エイズ国際会議（7th ICAAP）に対してご支援をたまわ
り、こころより感謝申し上げております。
今年11月に予定されていた7th ICAAPは、本年の開催を見送り、2005年に延期し
て開催されることになりました。組織委員会はこの延期要請を、7th ICAAPのスポ
ンサーであるアジア太平洋エイズ学会 (ASAP)と国連合同エイズ計画(UNAIDS)、そ
してコスポンサーであるアジア太平洋のNGOネットワーク6団体に諮問し、ICAAP
の開催決定権をもつASAPから6月27日に最終的に承認をいただきました。
延期を余儀なくされた理由は、専門家が予想しているように、今冬におけるSARS
再燃の可能性が高く、冬季に例年生じるインフルエンザ流行と重なって、会議や開
催地に混乱が生じることが強く懸念されることにあります。
組織委員会よりの延期要請に対しては、それがアジア太平洋のHIV/AIDS問題解決に
とって大きな損失であるとの強い批判と予定通り開催を求める多くの声が寄せられ
ました。アジア太平洋におけるHIV/AIDSの予防と治療は、きわめて重大な局面を迎
えており、この時期にICAAPが延期されることは大きな損失であることは明らかで
す。スポンサーとコスポンサーとともに、組織委員会はこのことを明確に認識
し、ICAAPを予定通り開催するために、世界保健機構（WHO）のガイドライン等を
参考にSARSへの対策を検討してまいりました。会議参加者の健康に配慮するとと
もに、ICAAPの準備にさまざまな面からご支援をいただいている神戸市のみなさま
の不安を解消するために、万全の方策を講じ、十分な納得を得ることは、組織委員
会の責任です。しかし残念ながら、限られた時間にこの責任を果たすことは、組織
委員会の力量によっては困難と判断せざるをえませんでした。
延期という残念な事態をお伝えしなければならないことは痛恨の極みですが、何卒
ご理解をたまわりたく存じます。組織委員会は、今後アジア太平洋のエイズコミュ
ニティの発展と2004年のバンコク国際エイズ会議の成功に貢献し、2005年の7th
ICAAPの成功に向けて新たな努力をしていく所存でございます。7th ICAAPに対
し、引き続きご支援をいただきたくお願い申し上げます。

平成15年6月30日

第7回アジア・太平洋地域エイズ国際会議

組織委員長　岸本　忠三

フィリピン

※
日
本
医
事
新
報
４
月
５
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
を
ご
好
意
に
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



LAP NEWSLETTER Vol.36 2003　89　LAP NEWSLETTER Vol.36 2003

２
０
０
２
年
度
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者
研
修
会

に
参
加
し
て

全
国
か
ら
36
団
体
が
参
加

学
校
に
お
け
る
性
教
育
実
践

講
座

神※
１
奈
川
県
厚
木
保
健
所
医
師
（
当
時
）

岩
室
紳
也
＆
指
導
者
研
修
会
参
加

の
皆
様

　

教
育
現
場
で
エ
イ
ズ
に
関
す
る
講

演
を
行
う
時
に
「
一
番
に
伝
え
た
い
事

は
何
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
か
ら
始

ま
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
予
防・セ
ー
フ
ァ
ー

セ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。

　
他
に
も
「
こ
れ
ま
で
は
す
ぐ
に
死
ん

で
し
ま
う
病
気
だ
っ
た
け
ど
、
薬
で
長

生
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
事
を
伝

え
た
い
と
い
う
意
見
や
「
病
気
は
検
査

で
し
か
わ
か
ら
な
い
、
ま
ず
は
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
岩
室
氏
に
よ
る
と
、
今
の
教
育
現
場

の
子
ど
も
た
ち
は
エ
イ
ズ
に
関
し
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で

の
薬
害
エ
イ
ズ
の
報
道
く
ら
い
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
小
中
学
生
に
関
し

て
は
、
エ
イ
ズ
自
体
を
知
ら
な
い
子
が

多
い
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
性

教
育
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
教
え
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
引
き
続
い
て
、
岩
室
氏
か

ら
こ
れ
ま
で
の
経
験
談
や
、
ど
う
い
う

こ
と
に
気
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

　

時
間
厳
守
／
照
れ
な
い
／
子
ど
も

た
ち
の
前
で
は
笑
わ
な
い
、
ま
じ
め
な

態
度
／
間
の
取
り
方
を
上
手
に
／
子
ど

も
た
ち
が
う
る
さ
く
な
っ
て
も
、
静
か

に
な
る
ま
で
待
つ
。
先
生
に
介
入
さ
せ

な
い
／
何
か
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
す
／
何

か
ひ
と
つ
掴
み
が
ほ
し
い
／
怖
じ
け
ず

に
入
り
込
む
こ
と
／
学
校
の
先
生
が
話

し
て
い
る
こ
と
は
話
さ
な
い
／
「
コ
ン

ド
ー
ム
は
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
使

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ
た
ら
、

最
後
ま
で
守
る
／
エ
イ
ズ
だ
け
で
な

く
、
性
教
育
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
面

を
Ｐ
Ｒ
す
る
／
欲
求
不
満
を
聞
き
手
や

話
し
手
に
残
す
く
ら
い
が
い
い
／
「
ゲ

イ
」
と
い
う
と
笑
い
が
起
き
る
が
、
カ

ボランティア指導者研修会

　
２
０
０
３
年
３
月
、
厚
生
労
働
省
委
託
・
財
団
法
人
エ
イ
ズ
予
防

財
団
主
催
「
２
０
０
２
年
度
ボ
ラ
ン
ティ
ア
指
導
者
研
修
会
」（
実
施
：

Ｃ
Ａ
Ｉ
（Cam

pus AIDS Interface
））
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
研
修
会
参
加
者
は
８
日
〜
９
日
の
１
泊

２
日
、
ユ
ー
ス
ス
タ
ッ
フ
・
ト
レ
ー
ニ
ー
（
ス
タ
ッ
フ
研
修
参
加
者
）

は
７
日
〜
９
日
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
し
た
。

※12003年4月から（社）地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター

セ
リ

﹇
講
座
１
﹈８
日
14
時
30
分
〜
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ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
学
生
が
い
る

と
、笑
い
は
起
き
な
い
／
中
学
生
に「
親

に
は
嘘
を
言
っ
て
も
い
い
が
、
Ｄ
ｒ
に

は
セ
ッ
ク
ス
し
た
と
言
い
な
さ
い
」
／

医
療
関
係
者
も
感
染
す
る
よ
う
に
、
知

識
が
あ
っ
て
も
感
染
す
る
こ
と
の
恐
さ

が
あ
る

　
岩
室
氏
の
軽
快
で
テ
ン
ポ
の
よ
い
講

義
は
飽
き
る
こ
と
も
な
く
、
い
つ
の
間

に
か
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
受
講
者
の
中
に
は
実
際
に
学
校

な
ど
で
講
演
活
動
を
し
て
い
る
人
も
多

く
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

特
に
地
方
か
ら
の
参
加
者
は
積
極
的
で

あ
っ
た
。メ
モ
を
と
る
参
加
者
も
多
く
、

貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
。

　

今
ま
で
教
育
現
場
と
は
関
わ
り
は

な
か
っ
た
が
、
こ
の
講
義
を
受
け
、
性

教
育
を
実
践
し
て
み
よ
う
と
少
し
思
っ

た
。Ｎ

Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
営
に
お

け
る
情
報
活
用
法

ア
ッ
プ
ル
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
福
田
正

　

１
９
９
４
年
10
月
か
ら
ア
ッ
プ
ル

デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
長
を

兼
任
さ
れ
た
講
師
の
今
ま
で
の
経
歴
が

紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ビ
デ
オ
を
見

な
が
ら
の
講
義
が
始
ま
っ
た
。

　
ビ
デ
オ
の
内
容
は
林
家
こ
ぶ
平
氏
が

リ
ポ
ー
タ
ー
で
出
演
し
て
お
り
、
普
段

は
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
自
閉
症
の
小

学
生
が
、
会
話
補
助
装
置
の
ト
ー
キ
ン

グ
エ
イ
ド
「
声
の
出
る
文
字
盤
」
を
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
対
話
が
生

ま
れ
た
感
動
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
こ
ぶ
平
氏
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
無
菌
室
で

闘
病
中
の
小
学
生
が
、
映
画
を
見
た
い

と
い
う
夢
を
叶
え
る
べ
く
、
病
室
内
で

「
Ｅ
Ｔ
」
を
見
せ
て
あ
げ
た
話
な
ど
が

映
像
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
。

　
福
田
氏
は
「
技
術
よ
り
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

か
に
重
点
を
お
い
て
考
え
て
い
る
。
機

械
を
使
う
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
デ

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
つ
つ
、
残
存
機
能
を

活
か
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
と
語
っ

て
い
た
。
ま
た
、「
自
分
の
専
門
外
の

人
と
付
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
、
こ

れ
か
ら
５
年
後
、
10
年
後
を
考
え
な
が

ら
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
も
語
っ

て
い
た
。

処
：
屋
形
船
〜
隅
田
川
・
浅
草
発

　

開
催
地
が
浅
草
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
粋
な
計
ら
い
で
屋
形
船
に
て
交
流

会
が
行
わ
れ
た
。
隅
田
川
の
浅
草
を
出

発
し
、
お
台
場
、
東
京
タ
ワ
ー
、
レ
イ

ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
夜
景
を
鑑
賞

し
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
み
ん
な
初
め
て

の
屋
形
船
で
興
奮
し
て
い
た
。
船
酔
い

の
心
配
も
し
た
が
、
酒
に
酔
っ
た
だ
け

﹇
講
座
２
﹈８
日
16
時
45
分
〜

﹇
交
流
会
﹈８
日
18
時
30
分
〜

2002年度ボランティア指導者研修会 日程
第1日目　3月8日（土）
10:30-12:00  公開講座「NGO/NPO活動に必要なHIV感染症の知識」

講師：国立国際医療センター医師 立川夏夫
13:00-14:30 オリエンテーション、自己紹介、スタッフ紹介
14:30-16:30  講座1「学校における性教育実践講座」神奈川県厚木

保健所医師 岩室紳也＆指導者研修会参加の皆様
16:45-18:15  講座2「NGO/NPO運営における情報活用法」
 アップルディスアビリティーセンター長 福田正
18:30- 夕食・交流会、フリーディスカッション
第2日目　3月9日（日）
09:00-10:30  講座3「ICAAPとNGO/NPOの具体的取り組み ユース

フォーラムの場合」神戸会議NGO連絡会世話人 柏崎
正雄、沢田貴志　ユースフォーラムの皆様

10:30-12:00  講座4「HIVをめぐる裁判と事例について」
 清水勉弁護士、警視庁HIV不当解雇事件の原告
13:00-15:00  講座5「セクシュアリティー別支援（女性、ゲイ）」
 コーディネーター 生島嗣　コメンテーター 長谷川博史、北山翔子
15:15-16:00 まとめ
16:00-17:00 スタッフと参加者の合同ディスカッション（閉会式）

※ユーススタッフ・トレーニーは7日から2泊3日の日程でした
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だ
っ
た
。

　

今
回
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
ド

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
マ
ロ
ン
ズ
を
迎
え

て
の
宴
が
行
わ
れ
た
。
ト
ー
ク
や
ネ
タ

の
他
に
コ
ン
ド
ー
ム
の
付
け
方
講
座
も

開
催
さ
れ
た
。
女
性
用
の
コ
ン
ド
ー
ム

の
付
け
方
も
披
露
し
て
い
た
。
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
を
深
め
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｐ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
具
体
的
取
り
組
み
〜

ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
合

神
戸
会
議
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
世
話
人

柏
崎
正
雄
、
沢
田
貴
志
、
ユ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
皆
様

　
今※
２
年
の
11
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

神
戸
で
の
国
際
会
議
に
つ
い
て
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
ユ
ー
ス

も
神
戸
会
場
の
近
く
の
新
開
地
に
て
、

会
議
で
声
が
反
映
さ
れ
に
く
い
若
者
の

た
め
に
、
日
本
の
若
者
と
の
交
流
を
め

ざ
し
て
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
す
る
。
今
は
計
画
中
と
い
う
こ
と
で

い
ろ
ん
な
意
見
が
出
さ
れ
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

　

国
際
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
英
語

が
中
心
で
敬
遠
し
て
い
た
が
、
プ
レ
ナ

リ
ー
に
は
通
訳
が
付
い
た
り
、
他
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
通
訳

が
付
い
た
り
、
見
ず
知
ら
ず
の
団
体
の

通
訳
の
近
く
に
座
っ
て
、
盗
み
聞
き
す

る
こ
と
も
で
き
そ
う
な
の
で
、
思
っ
て

い
た
よ
り
参
加
し
や
す
そ
う
だ
な
あ
と

感
じ
た
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
め
ぐ
る
裁
判
と
事

例
に
つ
い
て

清
水
勉
弁
護
士
、
警
視
庁
Ｈ
Ｉ
Ｖ

不
当
解
雇
事
件
の
原
告

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
め
ぐ
る
裁
判
や
事
例
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
な
ど
が
詳
細

に
報
告
さ
れ
た
。

　
清
水
弁
護
士
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
深

刻
な
事
件
に
関
わ
る
と
き
に
、
当
事
者

が
深
刻
す
ぎ
る
と
、
周
囲
の
人
が
敬
遠

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
深
刻
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
、
深
刻
さ
を
見
せ
ず
に
明

る
く
振
る
舞
う
作
戦
も
大
切
だ
と
教
え

ら
れ
た
。

　

ま
た
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
や
調
査

な
ど
を
行
う
機
会
が
あ
る
時
は
、
悪
用

さ
れ
る
こ
と
も
意
識
し
て
作
っ
て
欲
し

い
。
意
図
に
反
し
て
同
情
や
差
別
の
対

象
に
さ
れ
た
り
、
上
下
関
係
を
つ
く
る

こ
と
も
あ
る
。
調
査
さ
れ
た
人
が
喜
ぶ

も
の
を
作
っ
て
欲
し
い
。「
こ
ん
な
風

に
ま
と
ま
る
な
ら
、協
力
し
な
か
っ
た
」

と
い
う
風
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
、
ま
た
、
不
満
や
疑

問
、
批
判
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
を
作
る

よ
う
に
と
助
言
が
あ
っ
た
。

　
原
告
か
ら
は
、
警
察
学
校
で
自
主
退

学
を
迫
ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
場
で
、

す
ぐ
サ
イ
ン
を
し
て
退
学
し
た
こ
と
に

後
悔
が
あ
り
、
あ
の
時
に
、「
考
え
る

時
間
を
く
だ
さ
い
」と
言
っ
て
い
れ
ば
、

ま
た
違
っ
た
方
向
に
進
ん
だ
か
も
知
れ

な
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
る
よ
う
で
、

「
決
断
に
迷
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
答
え

を
出
す
の
で
は
な
く
て
、『
考
え
る
時

間
を
く
だ
さ
い
』
と
言
っ
て
、
考
え
る

時
間
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
助

言
が
あ
っ
た
。

（
な
お
、
東
京
地
裁
は
５
月
28
日
、
警

視
庁
Ｈ
Ｉ
Ｖ
不
当
解
雇
訴
訟
の
判
決
で

同
意
の
な
い
検
査
は
違
法
と
し
、
か
つ

検
査
の
必
要
性
そ
の
も
の
を
否
定
。
警

察
病
院
に
も
故
意
も
し
く
は
重
大
な
過

失
と
指
摘
し
た
上
で
、
東
京
都
と
警
察

病
院
（
自
警
会
）
に
４
４
０
万
円
の
賠

償
を
命
じ
た
。
そ
の
後
、
警
視
庁
は
控

訴
断
念
し
、
東
京
都
側
の
敗
訴
が
確
定

し
た
）

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
別
支

援
（
女
性
、
ゲ
イ
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
生
島
嗣（
ぷ

れ
い
す
東
京
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

長
谷
川
博
史
、
北
山
翔
子

　
こ
の
講
座
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
事
例
に
対
す
る
答
え
を
考
え
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
と
も
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
て
い
た
。
ざ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
の
で
、
自
分
で
は
考
え
ら
れ
な

い
興
味
深
い
意
見
も
出
た
り
、
い
ろ
ん

ボランティア指導者研修会

※22005年への延期が決定（8ページ参照）

﹇
講
座
３
﹈９
日
９
時
〜

﹇
講
座
４
﹈９
日
10
時
30
分
〜

﹇
講
座
５
﹈９
日
13
時
〜
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な
意
見
が
飛
び
出
し
た
。
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
か
ら
は
、
サ
ポ
ー
ト
側
の
価
値
観

を
押
し
つ
け
て
し
ま
う
の
は
よ
く
な
い

な
ど
の
助
言
が
あ
っ
た
。

　
事
例
は
よ
く
あ
る
質
問
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
全
く
の
創
作
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
、

事
例
１
．「
30
代
の
女
性
の
感
染
者
。

服
薬
中
で
ウ
イ
ル
ス
量
は
検
出
量
限
界

以
下
。
あ
る
男
性
か
ら
誘
わ
れ
て
、
付

き
合
う
う
ち
に
感
染
の
こ
と
を
言
わ
ず

に
セ
ッ
ク
ス
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼

に
は
嫌
わ
れ
た
く
な
い
の
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
打
ち
明
け
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
」

事
例
２
．「
自
分
は
32
才
の
ゲ
イ
の
感

染
者
で
す
。
現
在
、彼
氏
が
い
ま
す
が
、

感
染
が
わ
か
っ
て
す
ぐ
に
、
彼
に
自
分

の
感
染
を
知
ら
せ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

か
え
っ
て
二
人
の
距
離
は
近
づ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
時
々
す
る
セ
ッ
ク
ス

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
感
染
し
て

い
る
自
分
は
予
防
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
時
々
、
彼
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
外
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
事
を
注
意
す
る

と
、
自
分
か
ら
感
染
す
る
の
は
構
わ
な

い
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
困
っ
て
い
ま

す
。
彼
は
抗
体
検
査
す
ら
受
け
て
く
れ

ま
せ
ん
。ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
」

　
こ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
。
み
な

さ
ん
な
ら
ど
う
答
え
ま
す
か
？

　
修
了
証
書
の
授
与
が
あ
っ
た
。
こ
の

研
修
会
が
終
わ
っ
た
後
も
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
と
連
絡
が
容
易
に
取
れ
る
よ
う
、

メ※
３
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
使
っ
て
情
報
交

換
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
れ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
団
体
が
こ
れ
ま
で
以
上

の
協
力
関
係
を
築
き
、
活
動
を
行
っ
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

﹇
セ
リ
﹈

2002年度ボランティア指導者研修会 参加団体一覧

 1 AIDS Activists
 2 AIDS Poster Project
 3 AIDSネットワーク横浜 (ANY)
 4 ANGEL LIFE NAGOYA
 5 BASE KOBE
 6 CAST (南山大学有志団体)
 7 G3
 8 HEARTY NETWORK
 9  IFMSA日本代表日本国際医学

生連盟
 10 JANP+ (ジャンププラス）
 11  JAPAN AIDS PREVENTION 

AWARENESS Network 
(JAPANetwork)

 12 Kラウンジ
 13 Love Act Fukuoka
 14  NGO法人 レッドリボンさっぽ

ろ
 15 OLP
 16 Peer Support in 宮崎
 17 Positive生活情報館
 18 SWASH
 19 Thinkin' of プロジェクト
 20 WRAP UP!
 21  Youth Focus KOBE（ユース・

フォーカス・神戸）

 22 ポジティブ・カフェ・ノーチェ
 23  メモリアル・キルト・ジャパン 

(MQJ)
 24 モラルドーナツ
 25  ライフ・エイズ・プロジェクト 

(LAP)
 26 埼玉県エイズ情報センター
 27 四国エイズプロジェクト
 28  人権と共生を考える エイズ・

ワーカーズ・福岡
 29 川口子どもネットワーク
 30  東北HIVコミュニケーションズ 

(THC)
 31  特定非営利活動法人 シェア＝

国際保健協力市民の会
 32 特定非営利活動法人 アムダ
 33  特定非営利活動法人 ぷれいす

東京
 34  特定非営利活動法人 ワール

ド・ビジョン・ジャパン
 35  特定非営利活動法人 動くゲイ

とレズビアンの会
 36  特定非営利活動法人 奈良HIV

情報センター
 コーディネート：Campus AIDS 
  Interface (CAI)

﹇
閉
会
式
﹈９
日
16
時
〜

※ 3メーリングリストの案内は http://www.egroups.co.jp/group/aids-ngo/

ボランティア指導者研修会
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禁
断
の
ネ
タ
バ
レ
を
…

　

今
年
の
３
月
11
日
、
草
月
ホ
ー
ル
で

コ
ン
ト
・
ラ
イ
ブ
を
見
た
。

　
「
宇
田
川
フ
リ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
ズ
」、

バ
ナ
ナ
マ
ン
と
お
ぎ
や
は
ぎ
の
ユ
ニ
ッ

ト
で
、
４
人
で
や
る
舞
台
で
あ
る
。
２

組
と
も
私
は
好
き
な
芸
人
で
あ
る
。
バ

ナ
ナ
マ
ン
は
さ
り
げ
な
い
け
ど
セ
リ
フ

も
動
き
も
も
の
す
ご
く
達
者
だ
し
、
お

ぎ
や
は
ぎ
は
独
特
の
力
の
抜
け
た
雰
囲

気
持
っ
て
る
し
。

　

こ
の
日
の
ネ
タ
は
ど
れ
も
よ
く
で
き

て
い
て
、
４
人
の
息
も
ぴ
っ
た
り
で
、

と
て
も
楽
し
い
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
の
だ
。

知
っ
た
気
で
い
る
あ
な
た
の
た
め
の

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
入
門
⑤

〜
「
宇
田
川
フ
リ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
ズ
」
の

　

コ
ン
ト
・
ラ
イ
ブ
か
ら
み
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
〜

木
谷
麦
子

バ
ナ
ナ
マ
ン
は
、
単
独
だ
と
奇
妙
な
シ

チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ッ
ク
な
展
開

が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
こ
が
い
い
の
だ

が
、
お
ぎ
や
は
ぎ
と
い
っ
し
ょ
の
と
き

は
、
そ
の
雰
囲
気
が
感
染
し
た
よ
う
に

力
が
抜
け
て
い
る
。
お
ぎ
や
は
ぎ
は
そ

の
力
の
抜
け
方
が
い
い
の
だ
が
、
単
独

だ
と
抜
け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
う

と
き
が
あ
る
の
だ
が
、
バ
ナ
ナ
マ
ン
と

組
む
と
、ち
ゃ
ん
と
形
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
見
る
ほ
う
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
、
４
人
な
ら
で
は
の
安
定
し
た

ス
テ
ー
ジ
に
な
る
。

　
「
病
院
の
待
合
室
」
と
か
「
二
万
円
」

と
か
も
う
す
ご
く
好
き
な
ネ
タ
な
の
だ

が
、
こ
こ
で
は
タ
ク
シ
ー
会
社
の
ネ
タ

を
紹
介
し
よ
う
か
と
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
か
ら
、
お
笑

い
業
界
禁
断
の
ネ
タ
バ
レ
を
や
る
。
ご

め
ん
。
読
み
た
く
な
い
人
は
ペ
ー
ジ
を

飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
バ
ナ
ナ
マ
ン
や
お
ぎ
や

は
ぎ
を
知
ら
な
い
方
々
、
コ
ン
ト
を
見

慣
れ
て
い
な
い
方
々
の
た
め
に
言
い
添

え
て
お
く
と
。
こ
れ
は
も
う
こ
の
４
人

が
や
る
ゆ
え
の
３
次
元
の
「
お
も
し
ろ

さ
」
抜
き
に
は
成
立
し
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
言
葉
で
説
明
し
て
も
、
そ

れ
は
ぜ
ん
ぜ
ん
伝
わ
ら
な
い
こ
と
は
ご

了
承
の
う
え
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

タ
ク
シ
ー
会
社
の
ネ
タ

　
　

タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手
た
ち
。

　

一
人
（
日
村
）
が
恋
わ
ず
ら
い
を
し

て
い
る
。
他
の
二
人
（
矢
作
と
設
楽
）

が
お
せ
っ
か
い
に
も
相
手
を
聞
き
だ

し
、
そ
れ
が
４
人
目
（
小
木
）
だ
と
わ

か
る
。
男
同
士
で
す
ね
。
二
人
、
一
瞬

ひ
く
も
の
の
、「
そ
う
い
う
こ
と
も
あ

る
ん
だ
ね
〜
」

　

し
か
し
日
村
は
、
自
分
は
ホ
モ
で

は
な
い
と
主
張
、「
男
は
女
を
愛
す
べ

き
だ
し
、
女
は
男
を
愛
す
べ
き
な
ん
で

セクシュアリティ入門⑤
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シ
ュ
ア
ル
な
ん
で
、
女
性
に
は
興
味
が

な
い
ん
で
す
」

設
楽
「
え
？　

い
ま
な
ん
て
言
い
ま
し

た
？
」

小
木
「
私
は
ホ
モ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
だ
と

言
い
ま
し
た
」

　

で
、
二
人
は
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る

ん
だ
ね
〜
！
」
と
驚
き
、
日
村
は
「
自

分
で
い
い
ま
す
！
」と
出
て
き
て
告
白
。

　

で
も
、
小
木
曰
く
「
私
は
ホ
モ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
で
す
が
、
日
村
さ
ん
は
好
み

じ
ゃ
な
い
」
と
展
開
。

　

ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
と
い
わ
ん

ば
か
り
に
矢
作
と
設
楽
を
振
り
返
る
日

村
、
え
？　

お
れ
た
ち
の
せ
い
？　

と

い
う
表
情
の
設
楽
と
矢
作
。

　

ま
、
最
後
に
矢
作
と
設
楽
が
、「
小

木
さ
ん
、
自
分
が
ホ
モ
で
あ
る
こ
と

を
一
点
の
曇
り
も
な
く
言
っ
て
の
け
た

ね
。
潔
い
、
あ
れ
は
も
う
ホ
モ
で
は
な

い
、
男
ら
し
い
！
」　

で
、
び
ー
び
ー

泣
い
て
る
日
村
に
「
あ
れ
は
女
々
し

い
！
」
と
言
っ
て
終
わ
る
。

し
ょ
！
」
と
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
言
い

ま
く
る
の
を
、
他
の
二
人
が
茫
然
と
見

て
い
る
と
い
う
図
式
。

　

日
村
は
小
木
に
明
ら
か
に
恋
愛
感

情
も
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
認
め
よ

う
と
せ
ず
に
、「
ホ
モ
で
は
な
〜
い
！
」

を
連
発
。
ま
わ
り
の
方
が
「
え
？　

で

も
そ
れ
は
…
…
」「
断
じ
て
ホ
モ
で
は

な
〜
い
！
」

　

こ
こ
で
、
お
も
し
ろ
い
の
は
、
設
楽

の
一
言
。

「
日
村
さ
ん
は
ホ
モ
か
ホ
モ
で
な
い
か

に
す
ご
く
こ
だ
わ
っ
て
る
ん
で
す
け

ど
、
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い
ん
で
す
」

　

そ
し
て
設
楽
と
矢
作
二
人
し
て
、

「
小
木
さ
ん
が
気
に
な
る
ん
で
し
ょ
？
」

「
い
っ
し
ょ
に
何
が
し
た
い
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
い
く
。

　

こ
こ
で
日
村
が
「
ホ
モ
で
は
な
〜

い
！
」
を
連
発
し
な
が
ら
、
二
人
が
聞

い
て
い
る
以
上
に
、
い
っ
し
ょ
に
い
た

が
っ
た
り
さ
わ
り
た
が
っ
た
り
し
て
い

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
笑
い
を
と
っ
て

い
く
。

　

そ
し
て
、

日
村
「
私
は
た
だ
、
小
木
さ
ん
の
こ
と

が
…
…
」

矢
作
「
…
…
好
き
な
ん
で
し
ょ
？
」

　

で
、
お
せ
っ
か
い
の
二
人
は
、
め
げ

る
こ
と
な
き
お
せ
っ
か
い
ぶ
り
を
発
揮

し
て
、
小
木
へ
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
役
を

買
っ
て
出
る
。

設
楽
「
小
木
さ
ん
の
こ
と
を
好
き
だ
と

い
う
人
が
い
る
ん
で
す
が
」

小
木
「
す
み
ま
せ
ん
。
私
は
ホ
モ
セ
ク

「
ホ
モ
を
笑
い
も
の
に
す
る
」

こ
と
で
は
成
立
し
て
い
な
い

　

ま
あ
、
こ
の
ラ
ス
ト
が
突
っ
込
め
る

と
い
え
ば
突
っ
込
め
る
が
、
こ
れ
は
コ

ン
ト
の
タ
イ
プ
と
し
て
、「
オ
チ
」
よ

り
「
経
過
」
を
見
せ
る
系
統
に
あ
る

の
で
、
お
笑
い
フ
ァ
ン
と
し
て
は
流
し

ち
ゃ
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

で
、私
は
一
お
笑
い
フ
ァ
ン
と
し
て
、

こ
の
コ
ン
ト
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
屋
さ
ん
と
し
て
も
、

ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
。

　
「
同
性
愛
者
を
笑
い
も
の
に
す
る
」

と
い
う
芸
と
観
客
に
つ
い
て
批
判
が

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
さ
て
、
こ
の
コ
ン

ト
は
も
は
や
「
ホ
モ
を
笑
い
も
の
に
す

る
」
こ
と
で
は
成
立
し
て
い
な
い
。

　

こ
こ
で
笑
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

は
、「
ホ
モ
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て

い
る
ホ
モ
」
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
コ
ン

ト
の
つ
く
り
は
、「
典
型
的
な
ホ
モ
イ

メ
ー
ジ
と
、そ
れ
を
見
下
す
ヘ
テ
ロ
役
」

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
日
村
と
小
木
は
ど
ち
ら
も
一

般
的
ホ
モ
イ
メ
ー
ジ
＝
オ
ネ
エ
ま
が
い

の
言
動
は
し
な
い
。
日
村
の
言
動
は
笑

い
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

そ
も
そ
も
日
村
だ
か
ら
、
で
あ
る
（ ̂̂

 ;

彼
の
売
り
は
、
世
に
も
奇
妙
な
日
村
さ

ん
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
に
し
ろ
、

日
村
「
言
っ
て
は
い
け
な
い
恋
だ
か
ら

…
…
」

設
楽
「
え
？　

そ
れ
は
つ
ま
り
、あ
の
、

妖
怪
が
人
間
の
女
の
子
に
恋
し
ち
ゃ
っ

て
、
身
を
引
く
っ
て
い
う
…
…
」

　

妖
怪
の
前
に
は
ホ
モ
な
ん
て
、「
特

殊
」度
が
ぜ
ん
ぜ
ん
日
常
的
で
あ
る（
そ

れ
に
し
つ
こ
い
よ
う
だ
が
、
日
村
は
奇

妙
な
ル
ッ
ク
ス
で
売
っ
て
る
ふ
り
を
し

つ
つ
、
も
の
す
ご
く
巧
い
の
で
あ
る
）。

　

そ
し
て
、
お
せ
っ
か
い
の
う
ち
の
一

人
、
日
村
の
相
手
が
小
木
と
知
っ
て
一

瞬
飛
び
の
く
矢
作
、
こ
れ
が
そ
も
そ
も

ヘ
ン
な
や
つ
な
の
で
あ
る
（
そ
れ
が
彼

の
い
い
と
こ
ろ
〜
、
な
の
だ
が
）。

セクシュアリティ入門⑤

　

つ
ま
り
日
村
は
ホ
モ
役
や
っ
て
よ
う

が
、
日
村
で
あ
る
こ
と
で
笑
わ
せ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
フ
ツ
ー
の
側
の
矢
作

が
ふ
つ
ー
に
フ
ツ
ー
じ
ゃ
な
い
の
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
小
木

は
、「
落
ち
着
い
た
人
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
語
ら
れ
、「
笑
い
も
の
」
か
ら
は

最
も
遠
い
。
は
き
は
き
と
「
私
は
ホ
モ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
で
す
か
ら
」
と
い
う
と

こ
ろ
で
は
笑
い
を
取
る
が
、
そ
れ
は
コ

ン
ト
の
中
の
セ
リ
フ
ど
お
り
、
予
想
外

の
「
潔
さ
」、
そ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
さ
に

笑
っ
ち
ゃ
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
言
う
こ
と

で
笑
い
を
取
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ

れ
が
ま
だ
「
意
外
性
」
の
範
疇
に
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
う
が
、
し
か

し
、
一
度
笑
っ
た
そ
の
後
は
、
登
場
人

物
た
ち
と
同
じ
く
、
観
客
も
小
木
に
つ

い
て
は
も
う
納
得
し
て
し
ま
う
。

　

笑
え
る
の
は
、
責
め
る
よ
う
な
日
村

の
視
線
と
、
そ
れ
を
受
け
て
ぼ
そ
ぼ
そ

言
い
合
う
お
せ
っ
か
い
二
人
組
み
の
様

子
で
、
こ
こ
は
も
う
ホ
モ
だ
か
ら
ど
う

だ
じ
ゃ
な
く
て
、
コ
ン
ト
の
王
道
、
人

間
の
小
っ
ち
ゃ
な
勝
手
さ
の
悲
喜
劇
を

ち
ら
り
と
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
お
か

し
い
の
だ
ろ
う
。

世
の
中
す
こ
う
し
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
ね
え

　

こ
の
全
体
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
さ
。

　

作
る
ほ
う
も
そ
う
や
っ
て
つ
く
り
、

観
客
も
そ
う
や
っ
て
み
て
い
る
。
世

の
中
す
こ
う
し
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
ね

え
、
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
あ
、
草
月
ホ
ー
ル
で
２
日
間
だ
け

の
ラ
イ
ヴ
だ
か
ら
、
延
べ
千
人
程
度
だ

け
が
見
た
コ
ン
ト
で
は
あ
る
。
そ
の
後

衛
星
放
送
で
流
れ
た
の
で
、
そ
れ
で
見

た
人
も
い
る
と
思
う
が
、
衛
星
放
送
で

バ
ナ
ナ
マ
ン
と
お
ぎ
や
は
ぎ
を
見
る
人

は
マ
ニ
ア
に
片
足
の
親
指
突
っ
込
ん
で

い
る
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
か
も
。

　

４
人
は
、
あ
り
が
ち
な
ラ
イ
ト
な
ホ

モ
ネ
タ
織
り
込
ん
で
、「
お
れ
、
ホ
モ

じ
ゃ
な
い
か
ら
ね
」
と
い
う
パ
タ
ー
ン

も
や
っ
て
い
る
し
（
バ
ナ
ナ
マ
ン
の
方

は
単
独
で
ホ
モ
ネ
タ
や
っ
て
る
の
見
た

こ
と
な
い
が
）、べ
つ
に「
意
識
の
高
い
」

人
が
、
あ
え
て
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
コ
ン
ト

を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
感
じ
。

　

こ
の
連
載
の
最
初
に
、
70
年
代
と
現

在
の
「
女
性
」
に
ま
つ
わ
る
「
感
覚
」

レ
ベ
ル
の
変
化
に
つ
い
て
書
い
た
。
女

性
が
政
治
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
こ
と
の

ど
こ
が
め
ず
ら
し
い
ん
だ
か
、
そ
の
と

き
を
知
ら
な
い
人
た
ち
は
「
感
覚
」
で

理
解
で
き
ま
い
。
そ
れ
以
前
、
団
塊
の

世
代
が
若
者
で
あ
っ
た
と
き
、
男
女
の

カ
ッ
プ
ル
が
対
等
な
口
を
き
く
と
い
う

の
で
「
友
達
夫
婦
」
と
い
う
言
葉
が
世

に
流
通
し
て
い
た
な
ん
て
、
そ
の
時
代

に
子
ど
も
だ
っ
た
私
で
さ
え
ち
ょ
っ
と

不
思
議
な
気
が
す
る
。
そ
う
し
た
変
化

が
「
ホ
モ
」
に
も
出
て
き
て
い
る
ん
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ち
ょ
っ
と
関
係
な
い
け
ど
、
先
日
授

業
で
80
年
代
の
話
を
し
て
い
て
、
校
内

暴
力
の
話
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
先
生
、

ス
ケ
バ
ン
っ
て
、
実
在
し
た
の
？
」
と

い
う
質
問
が
出
た
。
そ
の
子
は
コ
ン
ト
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や
マ
ン
ガ
の
中
の
ス
ケ
バ
ン
し
か
知
ら

な
い
。
う
ー
む
。
昭
和
は
遠
く
な
り
に

け
り
。
っ
て
か
、「
実
在
」
っ
て
…
…

そ
う
い
う
用
語
で
の
認
識
な
の
か
？

教
室
に
い
て
も
感
じ
る
「
感

覚
の
変
化
」

　

そ
の
「
感
覚
の
変
化
」「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
さ
」
は
、
教
室
に
い
て
も
感
じ
る
。

　

私
は
１
９
８
８
年
か
ら
「
同
性
愛
」

の
授
業
を
し
て
い
る
。
初
期
の
頃
、「
同

性
愛
」
と
い
う
と
即
座
に
「
気
持
ち
わ

る
い
」
と
い
う
反
応
が
必
ず
出
て
い
た

し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
話
を
し
て
も
、

「
や
だ
ー
、
レ
ズ
だ
け
で
集
ま
っ
て
何

や
っ
て
ん
の
!?
」
と
い
う
反
応
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
れ
を
書
い
て
い
る
私
が

す
で
に
ち
ょ
っ
と
遠
い
目
、
で
あ
る
。

16
年
目
と
い
う
と
、
も
う
時
代
の
一

つ
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ
た
の
で
あ
る

（
キ
ャ
ー
、
来
年
に
は
、
私
が
同
性
愛

の
授
業
を
始
め
た
年
に
生
ま
れ
た
コ
た

ち
に
そ
の
授
業
や
る
わ
け
だ
〜
。
サ
イ

ク
ル
回
っ
て
る
は
ず
で
あ
る
）。

　

ま
あ
、
今
年
も
相
変
わ
ら
ず
「
ホ

モ
と
ゲ
イ
と
オ
カ
マ
は
ど
う
ち
が
う

の
？
」
的
質
問
は
出
た
し
、「
あ
の
先

生
は
元
レ
ズ
だ
」
と
い
う
噂
も
陰
で
は

健
在
の
よ
う
だ
が
。

　

ま
あ
、
話
が
す
ん
な
り
通
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
も
、
ま
だ
ま
だ
私
の

仕
事
は
あ
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。

「
教
室
に
同
性
愛
者
が
い

た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
か
？
」

　

か
わ
っ
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
が
、
今
年
の
３
年
生
は
、
な

ぜ
か
男
ど
も
が
「
先
生
、
ホ
モ
の
話
し

て
！
」
と
元
気
に
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
め
ず
ら
し

い
。
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
系
の
話
は
何

に
よ
ら
ず
、
基
本
的
に
女
の
子
が
積
極

的
な
場
合
が
多
か
っ
た
の
だ
が
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
考
え
る
こ
と
。

　

数
年
前
、
某
所
で
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
話
を
し
た
と
き
、
会
場
か
ら
質

問
が
出
た
。

「
生
徒
に
同
性
愛
者
が
い
た
ら
ど
う
す

る
ん
で
す
か
？
」

　

さ
て
、
彼
は
ど
う
い
う
答
え
を
望
ん

で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
い
を
、
い
ま
こ
こ
で
読
者
に

投
げ
か
け
て
み
た
い
。

「
教
室
に
同
性
愛
者
が
い
た
ら
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
？
」

　

返
答
が
も
ら
え
た
ら
、
そ
れ
ら
す
べ

て
を
私
は
応
用
す
る
ツ
モ
リ
で
あ
る
。

小
木
君
も
日
村
君
も
矢
作
君

も
設
楽
君
も
い
る
教
室
で

　

実
際
、
現
在
進
行
形
で
、
私
は
教
室

で
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
話
を
す
る
機

会
を
持
ち
続
け
て
い
る
の
だ
が
、
図
式

化
し
て
言
っ
て
、
教
室
に
は
、
コ
ン
ト

の
役
柄
で
の
小
木
君
も
い
れ
ば
日
村
君

も
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
矢
作
君
も

い
る
の
で
あ
る
。

　

小
木
君
は
ま
あ
、
こ
ち
ら
が
ど
う
し

よ
う
と
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

が
、
高
校
生
の
小
木
君
は
情
報
量
が
少

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
話
し
合
っ
た
り
で
き
れ
ば
、
そ
の

ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。

　

曲
者
は
矢
作
君
で
あ
る
。
す
ぐ
に
他

人
を
詮
索
し
た
り
、
お
せ
っ
か
い
を
焼

い
た
り
、
自
己
中
な
反
応
を
し
た
り
、

無
神
経
だ
っ
た
り
し
つ
つ
愛
す
べ
き

キ
ャ
ラ
な
の
で
あ
る
が
、
こ
い
つ
が
教

室
に
い
る
と
こ
ろ
で
同
性
愛
の
話
を
し

た
場
合
、
そ
う
い
う
ペ
ー
ス
で
騒
ぎ
た

て
る
の
は
あ
り
が
ち
な
こ
と
だ
。
ち
ゃ

ん
と
時
間
を
か
け
て
納
得
す
れ
ば
、「
小

木
さ
ん
が
好
き
な
ん
で
し
ょ
？
」
に

な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
だ
が
、
余
分
な
騒
ぎ

は
と
り
あ
え
ず
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
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セクシュアリティ入門⑤

　

こ
う
い
う
矢
作
君
が
い
て
も
小
木
君

な
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ
う
が
、
日
村

君
に
と
っ
て
は
心
臓
に
悪
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

コ
ン
ト
で
は
、
い
い
意
味
で
「
ふ
つ

う
の
人
」
で
あ
る
設
楽
が
い
て
、
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
た
。
現
実
の
教
室
に

も
設
楽
君
は
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
矢
作
君
と
設
楽
君
の
人
数
と
力
関

係
に
よ
っ
て
、
教
室
の
反
応
は
ま
っ
た

く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、「
教
室
に
同
性
愛
者
が
い

た
ら
ど
う
す
る
の
か
」と
い
う
問
に
は
、

単
純
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。
│
│
と
い

う
答
え
を
そ
の
と
き
も
し
た
と
思
う
の

だ
が
。

私
が
伝
え
た
い
の
は
個
々
の

多
様
性
で
も
あ
る

　

ち
な
み
に
私
の
教
室
に
同
性
愛
者
が

い
た
こ
と
は
あ
る
。
一
度
な
ら
ず
。

　

一
点
の
曇
り
も
な
く
自
分
が
同
性

愛
者
だ
と
教
室
で
言
う
小
木
君
も
い
た

し
、
自
分
を
肯
定
で
き
な
い
ま
ま
私
だ

け
に
同
性
の
話
ば
か
り
し
て
き
た
日
村

君
も
い
た
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
カ
ウ
ン
ト
で
き
る

の
は
、私
に
直
接
言
っ
て
き
た
場
合
と
、

そ
れ
か
ら
せ
い
ぜ
い
本
人
が
そ
れ
ら
し

い
言
動
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
の
場
合
は
、
わ
か
ら
な
い
。
わ

か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
い
な
い
こ
と

に
は
な
ら
な
い
わ
け
で
、
私
は
基
本
的

に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
学
生
が
い
る
と
い
う
前
提
で
授

業
す
る
こ
と
に
「
慣
れ
」
る
よ
う
に
し

た
。

　

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
、
と
い
っ

た
が
、
そ
う
し
た
学
問
的
分
野
に
お
い

て
あ
ら
ゆ
る
、
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

個
人
個
人
に
よ
っ
て
「
当
事
者
」
で

あ
っ
て
も
考
え
方
や
感
じ
方
が
ち
が
う

の
だ
。

　

私
が
教
室
で
伝
え
た
い
の
は
そ
の
こ

と
（
個
々
の
多
様
性
）
で
も
あ
る
。

「
当
事
者
」
同
士
で
さ
え
、
べ

つ
の
ニ
ー
ズ
を
持
ち
、
べ
つ

の
反
応
を
返
し
て
く
る

　

教
室
に
は
小
木
君
も
い
れ
ば
日
村
君

も
い
る
と
す
れ
ば
、「
教
室
に
い
る
同

性
愛
者
」
と
し
て
、
彼
ら
の
ニ
ー
ズ
は

ち
が
う
の
で
は
な
い
か
？

　

た
と
え
ば
、
こ
の
原
稿
の
前
半
で
、

私
は
な
ん
の
こ
と
わ
り
も
な
く
ホ
モ
ホ

モ
と
連
発
し
て
い
る
が
、
こ
の
用
語
に

つ
い
て
だ
っ
て
、
同
性
愛
者
で
も
い
ろ

い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　

ホ
モ
、
レ
ズ
は
差
別
用
語
だ
と
教

え
る
べ
き
だ
と
言
う
人
、
と
り
あ
え
ず

学
生
が
知
っ
て
い
る
言
葉
で
言
え
ば
い

い
と
い
う
人
、
自
分
に
と
っ
て
は
ホ
モ

と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
自
然
だ
と
い
う

人
。

　

こ
の
原
稿
で
ホ
モ
と
使
っ
て
い
る
の

は
、
こ
れ
の
２
番
目
に
近
い
。
実
際
に

コ
ン
ト
で
ホ
モ
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
大
事
な
の
は
中

身
で
あ
っ
て
用
語
で
は
な
い
、
と
も
考

え
る
。

　

で
、
授
業
の
時
に
は
、
最
低
上
記
３

種
の
「
当
事
者
の
言
葉
」
は
学
生
に
伝

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

言
葉
一
つ
と
っ
て
も
こ
う
な
の
だ
か

ら
、
じ
ゃ
あ
授
業
で
ど
う
し
て
ほ
し
い

の
か
も
、
当
事
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

違
う
。
い
ろ
い
ろ
違
っ
て
い
て
当
た
り

前
で
、
ち
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

伝
え
る
の
だ
と
言
い
つ
つ
…
…
。

　

教
室
で
行
う
こ
と
の
難
し
さ
は
実
は

こ
こ
に
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
こ
う
い
う
話
を
し
て
、

「
ホ
モ
ホ
モ
」と
み
ん
な
が
も
り
あ
が
っ

た
と
し
よ
う
、悪
く
言
え
ば
物
見
高
く
、

よ
く
言
え
ば
新
し
い
こ
と
を
知
る
興
奮

に
も
り
あ
が
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
と
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き
、
小
木
君
な
ら
、
そ
の
騒
ぎ
を
聞
き

流
し
な
が
ら
、
自
分
も
新
し
い
知
識
を

得
よ
う
と
し
た
り
、
考
え
を
述
べ
た
り

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
村
君
は
、
そ

の
も
り
あ
が
り
で
、
自
分
の
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
が
「
ば
れ
る
」
の
で
は
な
い

か
、と
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

小
木
君
は
教
師
に
も
っ
と
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
質
問
な
ど
し
ち
ゃ
っ
た
り

し
、
日
村
君
は
そ
う
い
う
話
題
を
出
す

こ
と
自
体
や
め
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で

あ
る
。「
当
事
者
」
同
士
で
さ
え
、
べ

つ
の
ニ
ー
ズ
を
持
ち
、
べ
つ
の
反
応
を

返
し
て
く
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
が
私
の
問
題
提
起
で
あ

る
。

　

こ
う
い
う
と
き
、
私
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

最
初
の
質
問
を
く
れ
た
人
は
、
ゲ
イ

だ
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼

は
、「
教
室
に
い
る
同
性
愛
者
」
と
し

て
自
分
を
想
定
し
て
質
問
し
て
い
た
と

思
う
。

　

そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
、
学
生
も
や
る

の
で
あ
る
。
一
人
一
人
が
、「
教
室
に

い
る
同
性
愛
者
」
は
自
分
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

ニ
ー
ズ
を
訴
え
て
き
た
り
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

　

さ
て
、
私
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
？

か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い

ニ
ー
ズ
。
さ
て
、
私
は
ど
う

し
ま
し
ょ
う
？

　

現
実
問
題
、
私
は
常
に
「
自
分
の
や

り
方
」
で
や
っ
て
い
る
。

　

私
は
「
差
別
さ
れ
て
い
る
同
性
愛

者
の
方
々
を
支
援
す
る
良
心
的
な
ヘ
テ

ロ
」
で
は
な
い
か
ら
だ
。
前
号
で
書
い

た
と
お
り
、「
ふ
つ
ー
で
あ
る
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
、
新
し
い
視
点
を
得
て
い

く
こ
と
を
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
る

ヒ
ト
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

他
の
あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
授

業
も
、
教
室
と
い
う
場
所
、
授
業
と
い

う
時
間
、
そ
し
て
私
の
芸
風
、
こ
の
三

要
素
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
あ
る
の
で
あ
る
。

　

ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
い
う
タ
ン

カ
の
き
り
方
を
す
る
か
と
い
う
と
、「
ヘ

テ
ロ
教
師
」
と
一
く
く
り
に
し
て
啓
蒙

し
よ
う
と
考
え
る
当
事
者
に
も
出
会
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

ご
め
ん
。
私
は
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

に
関
心
が
あ
る
以
前
に
「
個
人
」
に

関
心
が
あ
る
。「
ゲ
イ
」
も
「
ヘ
テ
ロ
」

も
一
般
名
詞
で
認
識
す
る
の
は
便
宜
的

な
も
の
で
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
か

ら
、
だ
か
ら
こ
っ
ち
も
く
く
ら
な
い
け

ど
、
こ
っ
ち
の
こ
と
も
く
く
ら
な
い
で

く
れ
る
？　

と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
実
際
、
私
の
教
室
に
い
た
小

木
君
た
ち
日
村
君
た
ち
の
中
に
は
、「
レ

ズ
」「
バ
イ
」「
女
装
の
人
た
ち
」
の
こ

と
を
「
理
解
で
き
な
い
」
と
嫌
悪
の
表

情
で
言
う
人
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。
さ

ら
に
「
女
性
は
ペ
ニ
ス
が
な
い
か
ら

欠
落
感
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
」
と
い

う
ど
こ
の
オ
ヤ
ジ
か
と
思
う
発
言
を
す

る
若
き
日
村
君
さ
え
い
た
の
で
あ
る
。

ふ
ー
。

　

彼
ら
は
「
教
室
に
い
る
同
性
愛
者
」

と
し
て
そ
の
存
在
を
守
ら
れ
る
べ
き
部

分
を
持
ち
つ
つ
、
他
者
へ
の
認
識
を
啓

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
守
的
感
覚

の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
こ
そ
、「
笑
い
も
の
に
さ
れ
る

同
性
愛
者
と
笑
い
も
の
に
し
て
い
る
異

性
愛
者
」
と
い
う
一
方
的
で
単
純
な
構

図
は
、
旧
い
安
易
な
コ
ン
ト
の
中
に
だ

け
存
在
す
る
も
の
で
、
現
実
の
教
室
は

そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
ん
の
で
あ
る

な
、
こ
れ
が
。

「
当
事
者
は
こ
う
思
っ
て
い

る
」
と
い
う
論
拠

　

そ
れ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
も
経
験
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　

異
性
愛
者
同
士
が
、「
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
の
是
非
」
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
「
当
事
者
は
こ
う

思
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
論
拠
に

し
て
、反
対
の
立
場
で
議
論
し
て
い
る
。

　

ん
ー
。
片
方
は
小
木
君
の
友
達
で
、

片
方
は
日
村
君
の
友
達
だ
っ
た
ん
だ
よ

ね
。

　

私
は
た
ま
た
ま
そ
の
小
木
君
も
そ
の

日
村
君
も
知
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
と

き
に
こ
の
構
造
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
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た
。

　
「
当
事
者
は
こ
う
思
っ
て
い
る
」
と

い
う
、
二
人
の
ヘ
テ
ロ
・
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
そ
れ
ぞ
れ
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
だ
。
た
だ
、
一

人
も
し
く
は
一
つ
の
傾
向
を
論
拠
に
し

て
い
る
と
、
結
局
べ
つ
の
「
当
事
者
」

を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
わ

け
だ
。

　

ま
あ
、
自
分
の
気
の
合
う
人
の
味
方

を
す
る
、
と
い
う
の
は
自
然
な
こ
と
だ

か
ら
い
い
ん
だ
け
ど
。

　

で
も
そ
れ
は
、
自
分
の
知
っ
て
い
る

人
だ
け
が
「
当
事
者
」
で
あ
る
か
の
よ

う
に
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
と
は
ち

が
う
。

　

違
う
タ
イ
プ
が
い
る
こ
と
を
認
識
し

た
上
で
、
自
分
が
「
好
き
な
」「
共
感

で
き
る
」
相
手
を
選
ん
で
い
く
の
は
当

然
の
こ
と
な
の
だ
が
。

「
自
分
の
実
感
を
追
お
う
と

し
て
発
し
て
い
る
言
葉
か
」

ど
う
か
が
問
題
な
の
だ

　

一
つ
だ
け
言
っ
て
お
く
と
、
教
室
が

お
き
ら
く
な
ホ
モ
ホ
モ
盛
り
上
が
り
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
は
同
性
愛

者
の
人
権
の
問
題
な
の
だ
か
ら
、
真
剣

に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
啓
蒙

的
な
持
っ
て
い
き
か
た
は
、
私
は
し
な

い
。
そ
う
言
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
当
事
者
の
学
生
が
教
室
に
い
る
場
合

も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
に
は
気
ぃ
使

い
つ
つ
、
そ
れ
は
や
ら
な
い
。
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
に
対
し
て
、
そ
う
い
う
も
っ

て
い
き
か
た
が
限
界
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
側
も
私
に

と
っ
て
は
学
生
で
あ
り
、
彼
ら
の
脳
細

胞
を
動
か
し
て
や
る
こ
と
が
教
師
の
仕

事
だ
か
ら
だ
。
前
に
も
書
い
た
が
、
教

育
は
洗
脳
で
は
な
い
か
ら
、
こ
ち
ら
が

「
正
し
い
答
え
」
を
持
っ
て
い
て
は
成

立
し
な
い
。

　

私
の
国
語
の
授
業
で
は
、「
自
分
の

実
感
を
伴
わ
な
い
言
葉
」
は
価
値
を
持

た
な
い
。
自
分
と
異
質
な
立
場
も
理
解

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
、
と
い
う
「
答

え
方
」
は
、
再
提
出
も
ん
で
あ
る
。
た

と
え
「
差
別
的
」
な
発
言
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
自
分
の
実
感
と
と
り
く
も
う

と
し
て
い
る
言
葉
こ
そ
が
、
大
切
な
の

で
あ
る
。

　

私
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
っ
た

の
も
、
そ
の
、
ふ
つ
ー
か
ら
は
抑
圧
さ

れ
て
い
る
「
実
感
の
言
葉
」
を
聞
き
た

か
っ
た
か
ら
な
の
だ
か
ら
。そ
れ
が「
誰

の
言
葉
か
」
が
大
事
な
の
で
は
な
く
、

「
そ
の
人
が
自
分
の
実
感
を
追
お
う
と

し
て
発
し
て
い
る
言
葉
か
」
ど
う
か
が

問
題
な
の
だ
。
そ
れ
が
私
式
「
国
語
の

先
生
」
な
の
で
あ
る
。

　

誤
字
脱
字
に
突
っ
込
み
を
入
れ
る
の

が
本
職
な
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。

「
問
題
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
」
と

い
う
感
覚
も
自
然
な
も
の
と

し
て
受
け
入
れ
た
い

　
「
君
の
席
」
と
い
う
ラ
イ
ヴ
が
昨
年

あ
っ
た
。
バ
ナ
ナ
マ
ン
＋
お
ぎ
や
は

ぎ
＋
ラ
ー
メ
ン
ズ
の
３
組
６
人
で
の
ユ

ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
の
コ

ン
ト
で
、こ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

矢
作
「
え
、
お
ま
え
、
黒
人
と
結
婚
す

る
の
は
問
題
な
い
の
？
」

小
木
「
な
い
よ
、
ぜ
ん
ぜ
ん
問
題
な
い

よ
」

矢
作
「
あ
ー
、
そ
う
な
の
か
」

　

こ
こ
で
彼
ら
が
「
黒
人
と
結
婚
す
る

の
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
る
感
覚
」
を

無
視
し
な
い
と
こ
ろ
が
、
結
構
好
き
で

あ
る
（
こ
こ
で
も
そ
う
い
う
セ
ン
ス
を

持
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
を
演
じ
る
の
は
矢

作
だ
）。
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セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
、

抵
抗
感
や「
問
題
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
い
う
感
覚
は
、
そ
れ
も
ま
た
自
然
な

も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
授
業
で
あ
り

た
い
。

　

そ
れ
で
自
然
に
、「
す
き
な
ん
で

し
ょ
？
」「
あ
ー
、
そ
う
な
の
か
」
に

流
れ
て
い
け
ば
、
そ
れ
が
リ
ソ
ー
で
あ

る
。

　

教
室
の
矢
作
君
た
ち
は
コ
ン
ト
を
演

じ
る
矢
作
ほ
ど
話
が
早
く
は
な
い
の
だ

が
。

　

そ
し
て
木
谷
は
コ
ン
ト
の
設
楽
や
小

木
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
取
れ
て
い
ず
、

け
っ
こ
う
熱
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る

の
で
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
の

だ
が
。

い
つ
で
も
変
化
で
き
る
柔
ら

か
な
認
識
を
持
つ
こ
と

　

去
年
、
と
あ
る
と
こ
ろ
の
雑
談
で
、

初
対
面
の
人
に
、
私
っ
て
性
教
育
や
っ

て
る
ヒ
ト
な
ん
で
す
よ
、
同
性
愛
と
か

の
授
業
し
て
る
ん
で
す
よ
、
と
い
う
話

を
し
た
。

む
ぎ
「
こ
な
い
だ
卒
業
生
が
来
た
ん

で
す
よ
ね
、
10
年
前
の
。
そ
れ

で
、同
性
愛
の
授
業
覚
え
て
て
、

こ
ん
な
内
容
だ
っ
た
っ
て
話

す
ん
だ
け
ど
、
こ
っ
ち
と
し
て

は
ま
だ
情
報
や
認
識
が
未
熟

だ
っ
た
時
点
で
の
授
業
だ
か

ら
。
ご
め
ん
、
あ
の
と
き
は
こ

う
い
っ
た
け
ど
…
…
っ
て
、
訂

正
し
た
い
気
分
で
」

相
手
「
え
？　

で
も
、
10
年
前
の
授
業

を
お
ぼ
え
て
る
っ
て
こ
と
自

体
が
す
ご
い
で
す
よ
！　

ど

ん
な
授
業
し
た
ん
で
す
か
？
」

　

言
わ
れ
て
見
れ
ば
そ
の
と
お
り
だ
。

　

お
ぼ
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
そ

う
い
う
授
業
を
や
っ
た
、
と
い
う
印
象

的
な
記
憶
。
そ
れ
だ
け
で
ず
い
ぶ
ん
と

有
効
で
は
な
い
か
。

　

卒
業
生
た
ち
は
こ
う
い
っ
て
い
る
。

「
社
会
に
出
て
か
ら
同
性
愛
者
に
出

会
っ
た
け
ど
、授
業
で
や
っ
て
た
か
ら
、

あ
わ
て
な
か
っ
た
よ
。
最
初
、『
お
ー
、

授
業
で
や
っ
た
こ
と
が
現
実
に
！
』
っ

て
思
っ
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
」

「
い
っ
し
ょ
に
授
業
受
け
て
た
人
た
ち

に
は
、
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
す
る
の
が
楽

な
ん
だ
、
い
ち
い
ち
説
明
し
な
く
て
い

い
か
ら
」

　

彼
ら
の
反
応
は
、
ど
ち
ら
も
と
て
も

自
然
だ
と
思
う
。

　

宇
田
川
フ
リ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
ズ
の

コ
ン
ト
を
見
て
る
と
、
何
も
私
が
や
ら

な
く
て
も
、
世
の
中
そ
う
い
う
ふ
う
に

動
い
て
き
て
る
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
っ

ち
ゃ
う
の
だ
が
。

　

ま
た
つ
い
最
近
、
教
育
現
場
に
い
る

人
た
ち
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多

様
性
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
「
性
同
一
性
障
害
」

な
ど
を
な
ん
と
な
く
聞
い
て
は
い
て

も
、
ま
と
ま
っ
た
知
識
を
得
る
の
は
初

め
て
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

短
時
間
に
ま
と
め
た
か
ら
す
ぐ
に
飲

み
込
む
の
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
と
思
う

が
、
よ
く
耳
を
傾
け
て
も
ら
え
た
。
そ

し
て
、
最
後
に
こ
ん
な
つ
ぶ
や
き
が
出

た
。

「
実
際
に
生
徒
に
性
同
一
性
障
害
な
ど

の
人
が
い
た
ら
、
ど
う
し
て
あ
げ
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
」

　

そ
れ
は
…
…
そ
れ
ら
の
こ
と
に
抵
抗

感
を
持
た
な
い
こ
と
、
今
も
っ
て
い
る

情
報
で
決
め
付
け
な
い
こ
と
、
い
つ
で

も
変
化
で
き
る
柔
ら
か
な
認
識
を
持
つ

こ
と
…
…
抽
象
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
結
局
そ
れ
が
一
番
現
実
に

対
応
で
き
る
こ
と
な
の
だ
と
、
そ
の
と

き
あ
ら
た
め
て
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

﹇
木
谷
麦
子
﹈

セクシュアリティ入門⑤
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『
Ｌ
Ａ
Ｐ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
を
手

に
す
る
み
な
さ
ま
は
、
必
然
的
に
ゲ
イ

男
性
と
交
流
が
あ
る
、
と
い
う
か
た
が

多
い
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は
ご
自
身
が
、

人
に
は
話
し
て
い
な
い
け
ど
、
レ
ズ
ビ

ア
ン
や
ゲ
イ
だ
と
い
う
か
た
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
90
年
代
後
半
か
ら
、
同
性
愛
の
基
礎

知
識
的
な
啓
蒙
書
も
、
い
ろ
い
ろ
出
版

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な

書
店
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
行
け
ば
、
そ
れ
ら

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｈ
Ｉ

Ｖ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
い
て
、
い
ま
さ
ら

ゲ
イ
嫌
い
な
石
原
慎
太
郎
み
た
い
な
こ

と
を
言
う
人
は
、
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

同
性
愛
者
に
つ
い
て
、
ひ
と
と
お

り
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
こ
ん
ど
は

そ
の
レ
ズ
ビ
ア
ン
や
ゲ
イ
が
、
日
常
の

暮
ら
し
の
な
か
で
、
ど
う
い
う
思
い
で

生
き
て
い
た
り
、
既
存
の
制
度
の
な
か

で
ど
ん
な
不
合
理
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る

か
。
レ
ズ
ビ
ア
ン
や
ゲ
イ
の
サ
ー
ク
ル

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
け

ど
、
そ
こ
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
か
…
…
。
そ
う
し
た
こ

と
が
ら
へ
、
関
心
を
広
げ
て
は
み
ま
せ

ん
か
？

　

昨
年
６
月
、
創
刊
号
を
送
り
だ
し

た
こ
の
季
刊
『
に
じ
』
は
、
い
わ
ば
同

性
愛
者
の
『
暮
し
の
手
帖
』
の
よ
う
な

本
で
す
。「
暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
結
ぶ
、
同
性
愛
者
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
創
造
マ
ガ
ジ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
性
愛
者
運
動
の
国
際
的
な
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
、
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ

に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ま
し
た
。

　
64
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な
誌
面
に
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
詰
め
込
み
ま
し
た
。
無

名
の
、
け
っ
し
て
カ
ッ
コ
よ
く
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
こ
の
国
の
現

実
の
な
か
で
生
き
て
い
る
仲
間
た
ち
の

聞
き
書
き
。
ヘ
テ
ロ
本
位
に
組
み
立
て

ら
れ
た
社
会
で
、
制
度
の
欠
陥
を
体
当

た
り
取
材
す
る
「
世
の
中
調
べ
隊
」
で

は
、「
公
営
住
宅
は
同
性
二
人
で
申
し

込
め
る
か
？
」
な
ど
。
ゲ
イ
の
あ
い
だ

で
の
感
染
拡
大
が
懸
案
の
エ
イ
ズ
に
つ

い
て
、「
い
ま
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る

と
ど
う
な
る
か
」
は
、
現
在
の
医
療
情

同
性
愛
者
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
創
造
マ
ガ
ジ
ン

季
刊『
に
じ
』

『
に
じ
』
編
集
人

永
易
至
文

暮
ら
し
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
結
ぶ

季刊『にじ』

季刊『にじ』（5号）。同性愛者およびその家族・友人
と、教育・福祉・医療・行政などにたずさわる人のた
めの出版社、にじ書房が発行。６、９、12、３月中旬
発行、64ページ、840円（税とも）

☞購読のお問い合わせは
　電話03-3385-0621
　ホームページ http://www.nijishobo.co.jp/
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報
や
障
害
者
手
帳
の
制
度
を
、
感
染
者

か
ら
の
手
紙
の
形
式
で
ま
と
め
、
わ
か

り
や
す
い
と
好
評
で
し
た
。

　
そ
う
そ
う
、
毎
号
、
こ
の
「
性
的
健

康
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
枠
で
、

こ
う
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
は
じ
め
と
し
た
健

康
記
事
を
掲
載
、
こ
れ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
全
文
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
90
年
代
を
つ
う
じ
て
、
若
い
レ
ズ
ビ

ア
ン
や
ゲ
イ
は
、
自
分
は
同
性
愛
で
い

い
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
自
信

を
も
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま

30
代
に
な
り
、40
代
に
な
ろ
う
と
し
て
、

じ
つ
は
そ
の
先
が
見
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

ま
で
カ
ム
ア
ウ
ト
し
た
中
年
の
ゲ
イ
が

い
た
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
プ
ン
リ
ー
な

レ
ズ
ビ
ア
ン
の
お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
で

し
ょ
う
か
。
同
性
愛
者
と
し
て
大
人
に

な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？　
エ
イ

ジ
ン
グ
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
み
な
さ
ま

も
お
な
じ
み
の
鬼
塚
直
樹
さ
ん
が
、
ご

自
身
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
向
こ
う

の
ス
テ
キ
な
先
輩
オ
ジ
サ
ン
の
話
を
、

連
載
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
６
月
に
は
、
第
５
号
を
発
行
し

ま
し
た
。
特
集
は
「
エ
イ
ズ
・
人
・
カ

ネ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」。
ゲ
イ
陽
性
者

３
人
の
恋
愛
や
セ
ッ
ク
ス
の
聞
き
書

き
、
エ
イ
ズ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
家
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
今
年
度
、
行
政
は
同
性
間
対

策
で
な
に
を
す
る
の
か
、
病
気
と
差
別

に
つ
い
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
聞
く
、

神
戸
エ
イ
ズ
会
議
に
つ
い
て
…
…
な
ど

の
内
容
で
す
。

　
お
求
め
は
、
大
き
な
書
店
さ
ん
の
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
書
の
コ
ー
ナ
ー
や
、

有
名
ゲ
イ
シ
ョ
ッ
プ
に
あ
り
ま
す
。
書

店
に
な
い
場
合
は
、「
地
方
小
（
ち
ほ

う
し
ょ
う
）セ
ン
タ
ー
取
り
扱
い
の『
に

じ
』
○
号
」
と
い
っ
て
注
文
し
て
く
だ

さ
い
（
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
可
）。
直

接
購
読
も
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
電
話
０
３
─３
３
８

５
─０
６
２
１
、
も
し
く
はU

RL:
http://w

w
w
.nijishobo.co.jp/

ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
﹇
永
易
至
文
﹈

にじ書房ホームページに全文公開されている「性的健康」の記事
◎ 行政は今年、同性間対策に、いくら使って、なにをするのか～厚生労働
省・エイズ予防財団・東京都庁をたずねて
　 拡大する同性間のＨＩＶ感染予防のために、行政はどう予算を使うのか。このルポか
ら、納税者としての私たち一人ひとりが、考えてほしい。（『にじ』５号掲載）
◎ エイズを考えるための六つの視点～ちょっとネエさん、どう思って？（『に
じ』４号掲載）
◎ 肝炎を病むの記～ワクチンで一生、予防できる病気です　解説・井戸
田一朗（『にじ』３号掲載）
◎ なぜ病気は感染し、それはどうすれば防げるか～コンドーム、わかって
使えばもっと感じる（『にじ』２号掲載）
◎ いま、ＨＩＶに感染するとどうなるか～これから検査を受けるＳさんへ
（『にじ』創刊号掲載）

にじ書房ホームページ http://www.nijishobo.co.jp/

季刊『にじ』
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薬
害
エ
イ
ズ

　

薬
害
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
遺

族
や
被
害
者
へ
の
現
在
の
生
活
状
況
に

関
す
る
調
査
は
、
東
京
大
学
医
学
系
研

究
科
保
健
社
会
学
研
究
室
と
薬
害
Ｈ
Ｉ

Ｖ
被
害
者
生
活
被
害
実
態
調
査
委
員
会

の
共
同
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
が
、
メ

デ
ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
て
い
た
通
り
、

そ
の
被
害
状
況
は
想
像
を
絶
す
る
よ
う

な
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
被

害
者
の
遺
族
の
心
理
的
・
精
神
的
状
況

に
は
、
現
在
で
も
生
活
を
行
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
ほ
ど
の
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
精
神
心
理
的

な
ケ
ア
の
必
要
性
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、
エ
イ
ズ
と
い
う
病
が
与
え
る
ス

テ
ィ
グ
マ
に
、
被
害
者
は
ど
う
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
エ
イ
ズ
と
い
う
病
に

結
び
つ
け
ら
れ
た
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー

ジ
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｌ
Ｗ
Ｈ
Ａ
が
ど
の
よ

う
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

今
後
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

﹇
新
ヶ
江
明
遠
﹈

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１

ア
ジ
ア
に
お
け
る
エ
イ
ズ

流
行
：
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
海
外

か
ら
の
６
人
の
講
演
者
に
よ
る
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
で
の
エ
イ
ズ
流
行
に

関
す
る
疫
学
的
・
社
会
的
側
面
の
紹
介

エ
イ
ズ
克
服
に
む
け
て
の
連
携
を
目
指
し
て

第
16
回
日
本
エ
イ
ズ

学
会
レ
ポ
ー
ト

　
２
０
０
２
年
11
月
28
日
〜
11
月
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
第
16
回
日
本

エ
イ
ズ
学
会
が
名
古
屋
で
開
か
れ
た
。

　
今
回
の
学
会
は
「
エ
イ
ズ
が
我
々
人
類
に
投
げ
か
け
て
い
る
課
題
は
、

単
に
基
礎
・
臨
床
医
学
の
研
究
者
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
は
む

し
ろ
当
然
で
あ
り
、
医
療
・
教
育
・
行
政
・
社
会
啓
蒙
の
現
場
に
直
接

携
わ
っ
て
い
る
方
々
も
含
め
た
多
く
の
意
識
あ
る
人
々
の
結
集
と
連
携

と
が
不
可
欠
」
で
あ
る
と
し
、「
エ
イ
ズ
克
服
に
む
け
て
の
連
携
を
目
指

し
て
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開
催
さ
れ
た
。

　
な
お
、
第
17
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
は
'03
年
11
月
27
日
〜
11
月
29
日
ま

で
神
戸
（
神
戸
国
際
会
議
場
）
で
開
催
さ
れ
る
（
会
長
は
京
都
大
学
の

木
原
正
博
教
授
）。

会場となった「名古屋国際会議場」
（名古屋市熱田区）

エイズ学会報告



LAP NEWSLETTER Vol.36 2003　2425　LAP NEWSLETTER Vol.36 2003

が
あ
っ
た
。今※
１
年
の
神
戸
で
の
ア
ジ
ア・

太
平
洋
地
域
エ
イ
ズ
国
際
会
議
を
視
野

に
入
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

／
Ｃ
Ｂ
Ｏ
で
の
活
動
家
、
疫
学
研
究
者

な
ど
の
発
表
が
主
で
あ
っ
た
。

　
発
表
の
内
容
は
、
ま
ず
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
、
ゆ
っ
く
り

で
は
あ
る
が
確
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

こ
と
、
ま
た
そ
の
広
が
り
の
経
過
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
複
雑
な
様
相

を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
90
年
代
初
め
の
タ
イ
で
の
広

が
り
、
ま
た
近
年
で
は
中
国
で
の
感
染

爆
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

個
人
的
な
感
想
と
し
て
は
、
今
回

発
表
の
予
定
で
あ
っ
た
、
国
際
政
治
経

済
的
な
視
点
か
ら
エ
イ
ズ
研
究
を
行
っ

て
い
る
、
デ
ニ
ス
・
ア
ル
ト
マ
ン
博
士

の
発
表
が
聞
け
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

あ
っ
た
。
ア
ル
ト
マ
ン
博
士
は
、
70
年

代
か
ら
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
に
関
す
る
本

を
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
、
特
に
80
年
代

に
な
っ
て
か
ら
は
エ
イ
ズ
を
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｃ
Ｂ
Ｏ
、

権
力
と
の
関
係
か
ら
議
論
さ
れ
て
き

た
。
神
戸
会
議
で
何
ら
か
の
発
表
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

﹇
新
ヶ
江
明
遠
﹈

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

困
難
事
例
と
心
理
臨
床
の

ア
プ
ロ
ー
チ

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
困
難
事
例
と
心
理
臨
床
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
が
学
会
一
日
目
の
夜
18
時

30
分
か
ら
開
催
さ
れ
た
（
座
長
：
矢
永

由
里
子
、
高
田
知
恵
子
）。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
医

療
と
い
え
ば
派
遣
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連

想
す
る
ほ
ど
Ｈ
Ｉ
Ｖ
医
療
に
お
け
る
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
は
な
じ
み
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
制
度
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
い

や
、
保
健
医
療
政
策
全
般
の
中
で
行
政

が
行
っ
た
数
少
な
い
ヒ
ッ
ト
政
策
と
い

え
よ
う
。
そ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
か
か

わ
る
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
こ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
都
立
駒

込
病
院
感
染
症
科
医
長
の
味
澤
先
生
の

報
告
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
＋
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
や
薬
物
依
存
症
、
う
つ
病
な
ど
の

症
例
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら

に
大
阪
府
／
市
の
派
遣
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

で
あ
る
臨
床
心
理
士
古
谷
野
淳
子
氏
か

ら
は
困
難
事
例
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
報

告
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
ア
ル
バ
ー

ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
大
病
院
の

M
ark G

. W
iniarski

先
生
は
そ
れ

ら
困
難
事
例
に
対
し
て
医
療
チ
ー
ム
全

体
を
含
め
た
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重

要
性
を
訴
え
ら
れ
た
。

　

振
り
か
え
っ
て
、
日
本
の
自
治
体

の
中
に
は
、
今
尚
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
派
遣
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
医
療
機
関
へ
の
派
遣
を
兵

庫
県
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
丸
投
げ
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

困
難
事
例
が
増
え
た
現
在
、
臨
床
心
理

士
が
プ
ロ
と
し
て
の
責
任
を
持
っ
て
医

療
チ
ー
ム
と
の
連
携
の
も
と
困
難
事
例

第16回から抄録が日本エイズ学会ホームページ
で閲覧できるようになった
http://jaids.umin.ac.jp/

※12005年への延期が決定（8ページ参照）
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へ
の
対
応
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
﹇
波
川
周
蔵
﹈

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
16

女
性
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

　
女
性
の
話
題
は
こ
こ
数
年
学
会
で
も

と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
多
く

は
「
母
子
感
染
」
と
い
う
く
く
り
で
し

た
。「
女
性
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
あ

と
妊
娠
す
る
こ
と
で
や
っ
と
研
究
や
ケ

ア
の
対
象
な
の
か
し
ら
」
と
い
う
の
は

数
年
来
思
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
学
会
で
は
も
う
少
し
話
題
が

広
が
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
国
際
会

議
で
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
女
性
／
カ
ッ
プ

ル
の
挙
児
希
望
の
援
助
」、「
女
性
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
予
防
の
た
め
に
は
他
の
Ｓ
Ｔ

Ｄ
感
染
予
防
が
ま
ず
必
要
」
と
い
う
ト

レ
ン
ド
に
あ
わ
せ
た
も
の
だ
っ
た
と
と

ら
え
て
い
ま
す
（
と
い
う
か
、
事
前
に

関
係
者
に
そ
う
い
う
提
案
も
し
た
わ
け

で
す
が
）。

　
私
自
身
は
挙
児
希
望
に
つ
い
て
現
場

の
話
題
を
中
心
に
話
し
ま
し
た
。
簡
単

に
ま
と
め
る
と
「
子
ど
も
を
も
つ
も
た

な
い
は
個
人
の
選
択
。
医
療
は
そ
の
時

点
で
可
能
な
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
す
。
実

際
の
現
場
で
は
、
子
ど
も
が
ほ
し
い
、

と
い
う
会
話
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
最

新
情
報
の
提
供
が
危
う
い
、
技
術
は
あ

る
の
に
医
療
側
の
問
題
で
最
適
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
な
い
施
設
も
あ
る
、
と

い
う
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
総
数
と
し
て
の
女
性
は

少
な
い
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
増
え
て

か
ら
対
応
と
い
う
の
は
明
ら
か
な
政
策

上
、
実
際
の
対
応
上
の
問
題
に
つ
な
が

り
ま
す
。
何
か
打
開
策
は
な
い
も
の

か
？　
と
思
う
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
一

番
手
厚
い
「
研
究
」
の
と
こ
ろ
で
「
母

子
感
染
」
で
は
な
く
「
女
性
の
感
染
予

防
と
女
性
患
者
の
ケ
ア
」
の
質
を
改
善

す
る
こ
と
に
シ
フ
ト
し
て
い
た
だ
き
、

い
ま
は「
お
じ
さ
ん
一
色
」「
医
者
ば
っ

か
り
」
研
究
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、
女
性

の
健
康
・
保
健
医
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

を
入
れ
る
と
か
、
当
事
者
の
意
見
を
聞

け
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
統
計
な
ど
数
字
が
幅
を

き
か
せ
る
Ｅ※
２

Ｂ
Ｍ
が
重
要
な
こ
と
を
否

定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
数
字
の
裏
に
あ
る
社
会
的
、

人
間
的
な
因
子
を
も
う
少
し
解
読
し
て

い
か
な
い
と
、
ど
う
し
て
お
金
や
時
間

を
か
け
て
い
る
の
に
状
況
が
改
善
さ
れ

て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
い
つ
ま
で

も
不
明
確
な
ま
ま
で
す
。
例
え
ば
「
ど

う
し
て
西
日
本
は
妊
婦
健
診
で
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
が
行
わ
れ
な
い
率
が
高
い
の

か
」。
こ
れ
は
は
が
き
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
一
方
的
な
講
演
会
を
し
て
も
改
善

さ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
女
性
や
子
ど
も
は
こ
の
病
気
の
影
響

を
も
っ
と
も
う
け
る
バ
ル
ネ
ラ
ブ
ル
な

存
在
で
す
。「
と
り
あ
え
ず
１
セ
ッ
シ
ョ

ン
い
れ
と
こ
う
」
的
な
扱
い
か
ら
、
学

会
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
で

き
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
堀
成
美
﹈

社会福祉・医療事業団（高齢者・障害者福祉基金）助成事業

LAPニュースレター 無料送付中！
　LAPニュースレター20号～22号は社会福祉・医療事業団（高齢者・障害者福祉基金）
の助成事業のため希望者には無料で送付しています。ご希望の号数と部数、送付先をLAP
までお知らせ下さい。なお、18号、19号、27号、29号は品切れとなりました。
〒100-8691 東京中央郵便局私書箱490号 LAP  TEL03-5685-9716 FAX03-5685-9703

エイズ学会報告

※ 2EBM──  Evidence Based Medicine の略。科学的根拠に基づいた医療のこと。
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身
体
的
、
精
神
的
、
社
会

的
、
そ
し
てspiritual

　

健
康
の
要
素
に
は
、
身
体
的
、
精

神
的
、
社
会
的
そ
し
てspiritual

が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
身
体
状

況
が
客
観
的
に
み
て
良
好
で
は
な
く
て

も
、
元
気
な
人
は
存
在
す
る
。
ま
た
、

障
害
を
持
っ
て
以
前
よ
り
い
き
い
き
し

た
人
す
ら
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
う
い
う

の
をspiritual

な
健
康
が
い
い
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
。
現
実
問
題
、
か
ら
だ

の
「
検
査
値
」
が
全
て
正
常
値
で
、
と

く
に
何
不
自
由
な
く
生
活
し
て
い
る
よ

う
な
人
で
、
な
ん
と
も
不
満
足
で
不
健

康
・
・
な
感
じ
を
与
え
る
人
も
存
在
す

る
。
体
も
丈
夫
で
何
一
つ
不
自
由
な
さ

そ
う
だ
け
ど
、
や
は
り
人
は
「
い
ろ
い

ろ
あ
る
ん
」
だ
と
い
え
る
。

　

世
の
中
で
は
介
護
の
話
は
良
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
が
、
実
際
は
、

少
々
の
故
障
を
抱
え
て
い
て
も
、
元
気

な
年
寄
り
は
た
く
さ
ん
い
る
し
、
こ
う

い
う
元
気
老
人
が
実
際
は
85
％
は
占
め

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
ツ

と
し
て
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
も
っ

た
り
役
割
意
識
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
こ
こ

ろ
の
安
定
や
活
力
を
も
た
ら
す
の
だ
ろ

う
。

　

さ
て
、spiritual

と
言
う
と
、
霊

魂
と
か
と
訳
せ
そ
う
で
、
な
に
か
オ
カ

ル
ト
な
世
界
に
な
る
が
、
お
そ
ら
く
そ

う
で
は
な
く
、
こ
こ
ろ
の
内
的
な
要
素

を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
活
力
と
言
う
こ

と
ば
を
先
ほ
ど
使
用
し
た
が
、
そ
の
よ

う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
自
律
的
な
も
の
で
は

な
く
、
他
律
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い

の
で
あ
る
。
昔
か
ら
歌
に
「
あ
な
た
が

す
べ
て
」
と
か
言
う
で
は
な
い
か
？　

そ
れ
はspiritual

な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

spiritual

は
ま
た
宗
教
的
と
も
訳

さ
れ
る
。
日
本
人
は
正
月
に
神
社
に
詣

で
、
お
盆
に
は
仏
教
徒
と
し
て
墓
参
り

を
し
て
、
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝

う
と
い
う
よ
う
に
、
宗
教
心
が
少
な
い

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
実
際
は
、
多
く

の
国
で
は
宗
教
と
生
活
は
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
信
仰
が

あ
り
、
読
者
に
も
各
自
の
信
仰
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
個
別
の
問

題
に
深
く
立
ち
入
る
こ
と
は
避
け
た
い

が
、
信
仰
はspiritual health

の

一
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
信
仰
は
内
と
外
と
の

会
話
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

外
的
条
件
と
内
的
条
件

　

私
は
疫
学
と
い
う
方
法
論
を
用
い

て
公
衆
衛
生
と
い
う
「
集
団
」「
環
境
」

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
仕
事
を
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
外
的
な
条
件
を
個
人
個

人
に
適
応
さ
せ
る
よ
う
に
変
化
さ
せ
る

仕
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
は

外
的
条
件
を
整
え
る
科
学
で
あ
る
と
言

え
る
。
お
そ
ら
く
、
個
人
の
健
康
は
、

外
的
条
件
と
内
的
条
件
の
両
方
の
要
素

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
残
念
な
が
ら
、
内
的
条
件
に
つ
い

て
は
、
公
衆
衛
生
の
手
法
は
こ
れ
ま
で

spiritual health

考
①

公
衆
衛
生
医
師　
　

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｔ
Ａ

公
衆
衛
生
医
か
ら
の
エ
ッ
セ
ー
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十
分
な
力
は
発
揮
し
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
も
と
よ
り
、「
患
者
指
導
」
と

よ
ば
れ
る
も
の
は
ア
ド
バ
イ
ス
以
上
の

効
果
を
呼
ん
で
い
る
と
は
思
え
な
い
。

科
学
的
事
実
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
最
終
的
に
ど
う
選
択
す
る
か
は
お
そ

ら
く
「
他
律
的
」
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
他
律
的
な
「
患
者
指
導
」
な
ら
そ

れ
は
科
学
を
提
供
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
信
仰
を
求
め
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
実
際
、
あ
れ
を
こ
う
し
な
さ
い
、
あ

あ
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
と
い
う
健
康
上

の
ア
ド
バ
イ
ス
よ
り
、
心
に
響
く
一
言

が
そ
の
人
の
行
動
を
変
え
て
し
ま
う
こ

と
は
多
い
だ
ろ
う
。
こ
う
い
う
の
は
、

俗
に
人
生
の
転
機
な
ど
と
言
わ
れ
る
も

の
だ
ろ
う
が
、
健
康
に
大
き
く
関
係
し

て
い
る
よ
う
に
経
験
的
に
思
う
。

科
学
に
な
り
に
く
い
部
分

　

さ
て
、
公
衆
衛
生
で
は
、「
集
団
」

と
か
「
環
境
」
の
状
態
は
、
疫
学
と
い

う
手
法
を
つ
か
い
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
比
較
を
も
と
に
し
た
手
法
に

よ
っ
て
測
る
こ
と
が
多
い
。

　
し
か
し
、
信
仰
と
い
う
の
は
お
そ
ら

く
、
比
較
性
の
少
な
い
も
の
な
の
で
あ

る
。spiritual health

と
い
わ
れ

る
も
の
は
、
わ
が
国
で
は
（
お
そ
ら
く

霊
魂
で
は
な
い
）
信
仰
な
り
、
何
か
依

る
べ
き
も
の
（
そ
れ
は
自
分
で
も
良
い

だ
ろ
う
が
）
湧
き
上
が
る
よ
う
な
元
気

さ
な
り
、
と
い
う
も
の
は
比
較
に
は
向

か
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に

科
学
に
な
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
。

　
著
者
は
わ
が
国
で
は
ご
く
一
般
的
な

あ
る
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
。
宗
教
に

よ
り
自
分
を
見
つ
め
直
す
と
言
う
こ
と

は
確
か
に
大
事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
医

療
現
場
で
も
本
当
は
必
要
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
内

的
な
も
の
を
問
う
こ
と
か
ら
次
の
ス

テ
ッ
プ
は
始
ま
る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
現
在
の
医
療
者
は
、
医
療

者
─患
者
の
相
対
的
な
関
係
で
医
療
を

考
え
る
か
、
な
い
し
は
科
学
を
絶
対
的

な
も
の
と
し
て
そ
こ
か
ら
患
者
の
こ
と

を
考
え
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
で
は
本
当
に
科
学
は
絶
対
的
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
言
う
問
い
か
け
が

な
さ
れ
て
く
る
。

　
現
在
の
科
学
の
多
く
は
分
析
と
比
較

に
よ
っ
て
事
を
な
し
て
お
り
、
有
機
的

な
も
の
を
無
機
的
な
も
の
に
、
つ
な
が

り
を
は
ず
し
て
独
立
し
て
と
ら
え
る
こ

と
、
そ
し
て
標
準
を
つ
く
り
そ
れ
と
の

差
異
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
方
法

論
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し

か
しspirit

と
い
う
の
は
、
そ
の
よ
う

な
方
法
で
は
分
解
不
可
能
な
謎
と
し
て

科
学
で
は
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

将
来
的
に
は
疫
学
研
究
や
脳
研
究
な
ど

でspirit

を
分
析
し
、
標
準
化
す
る
の

も
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が・・・・

患
者
のspirit

を
向
上
さ

せ
る
の
は
？

　

多
く
の
医
療
者
は
科
学
者
と
し
て

仕
事
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
科

学
性
の
裏
付
け
が
な
い
医
療
は
、
依
る

べ
き
と
こ
ろ
の
な
い
、
で
た
ら
め
な
も

の
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
患
者
の
医
療

が
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
患
者
の

spiritual health

を
作
り
出
す
医

療
と
い
う
も
の
が
求
め
ら
れ
て
く
る
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
医
療
者
─患
者
の
相

対
的
な
関
係
で
は
解
決
で
き
ず
、
む
ろ

ん
科
学
性
だ
け
で
も
解
決
で
き
な
い
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
患
者
のm

ental

は
向
上
さ
せ
る
が
、spirit

と
は
違
う

よ
う
な
気
も
す
る
。
患
者
のspirit

を

向
上
さ
せ
る
の
は
、
心
に
響
く
言
葉
、

宗
教
者
の
役
割
か
も
し
れ
な
い
と
、
最

近
思
う
の
で
あ
る
。
末
期
医
療
で
語
ら

れ
て
い
る
ホ
ス
ピ
ス
や
ビ
ハ
ー
ラ
と
い

う
活
動
は
お
そ
ら
く
そ
う
言
う
問
い
か

け
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
。

　
い
く
ら
世
の
中
が
科
学
的
に
進
歩
し

て
も
、
人
が
悩
み
苦
し
む
さ
ま
は
お
そ

ら
く
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
先
人

が
そ
の
解
決
方
法
を
示
し
た
も
の
が
信

仰
で
あ
り
、
宗
教
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
医
療
が
そ
の
技
術
以
外
に
根
元

的
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
、
何
か
と
言
う
こ
と
は
今
後
追
求
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

JIN
N
TA

/

公
衆
衛
生
医
師

spiritual health 考
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「
結
果
的
に
重
症
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と

は
言
え
な
い
」

　
四
月
十
六
日
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
原
因
を
新

型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
確
認
、「
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」
と
命
名
し
た
と
発

表
し
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
各
国

で
開
発
さ
れ
た
原
因
ウ
イ
ル
ス
の
検
査

キ
ッ
ト
が
国
内
外
の
検
査
機
関
に
提
供

さ
れ
た
。
患
者
の
唾
液
や
痰
な
ど
か
ら

採
取
し
た
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
を
増
幅

し
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
）、
二
時
間
か
ら
最
短

四
五
分
で
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
検
出
で

き
る
と
い
う
も
の
だ
。
エ
イ
ズ
（
後
天

性
免
疫
不
全
症
候
群
）
と
同
様
に
、
当

初
「
症
候
群
」
と
し
て
症
状
の
み
か
ら

し
か
診
断
で
き
な
か
っ
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

は
、
こ
の
段
階
か
ら
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
エ

イ
ズ
が
現
在
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
話
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
厚
生
労
働
省
や
厚
労
省

　5月23日、厚生労働省は台湾人医師にかかるSARS（Severe Acute Respiratory 
Syndrome＝重症急性呼吸器症候群）に関して“安全宣言”を出した。おそらく、これから日
本でのSARS流行が本格化するであろう段階での“安全宣言”は、狂牛病（BSE）が続発する
直前に抜本的対策もないまま牛肉をほおばる政治パフォーマンスを演じた、あの“安全宣言”
をほうふつさせる。
　まだ続行中の「SARSパニック」と呼べる事態は、エイズが登場した1980年代の状況に酷
似している。そして、それは我が国の感染症対策の後進性をあらわすとともに、エイズから何
も学んでいないことを示していると言えよう。

草田コラム

ＳＡＲＳはエイズ・
パニックの再現か!?

草田 央
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草田コラム

と
幅
広
く
症
例
を
集
め
る
べ
き
だ
と
主

張
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

原
因
の
究
明
よ
り
も
パ

ニ
ッ
ク
の
抑
制
な
ど
体
制

維
持
を
重
視
す
る
封
建
的

な
国
々

　
未
知
の
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
、

幅
広
い
意
味
で
の
原
因
の
究
明
が
最
優

先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原
因
が

判
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
対

策
や
治
療
に
活
か
せ
る
か
ら
だ
。
そ
れ

ゆ
え
、
ま
ず
可
能
な
限
り
の
症
例
集
め

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
、

原
因
ウ
イ
ル
ス
の
特
定
や
感
染
経
路
、

治
療
法
の
可
能
性
な
ど
を
探
っ
て
い
く

わ
け
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
未
知
（
新
興
）

の
感
染
症
だ
か
ら
、
診
断
基
準
は
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
。
当
該
感
染
症
と

は
異
な
る
症
例
も
混
じ
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
と
り
あ
え
ず
大

網
で
す
く
う
よ
う
に
症
例
を
集
め
、
そ

こ
か
ら
慎
重
に
吟
味
し
て
原
因
を
探

り
、
対
策
を
立
て
て
い
く
と
い
う
の
が

欧
米
の
や
り
方
の
よ
う
だ
。
公
的
機
関

の
対
策
専
門
委
員
会
は
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

の
最
初
の
〝
Ｓ
〞
は
重
症
（
シ
ビ
ア
）」

で
あ
り
「
結
果
的
に
重
症
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
は
言
え
な
い
」
と

の
態
度
を
崩
し
て
い
な
い
（
四
月
二
四

日
付
け
日
本
経
済
新
聞
）。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

五
月
一
日
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽
性
反

応
が
出
た
者
を
可
能
性
例
と
す
る
診
断

基
準
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
日
本
で
も

八
日
に
診
断
基
準
を
変
更
し
て
い
る
。

し
か
し
、
欧
米
で
は
可
能
性
例
の
発
生

は
患
者
発
生
と
ほ
ぼ
同
義
だ
が
、
既
に

四
月
末
現
在
で
十
数
人
の
可
能
性
例
を

出
し
て
い
る
日
本
で
は
、い
ま
だ
に「
国

内
患
者
ゼ
ロ
」
を
吹
聴
し
て
い
る
。
た

と
え
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽
性
と
な
っ
て

も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性
例
に
過

ぎ
ず
、
対
策
専
門
委
員
会
が
否
定
す
れ

ば
「
国
内
患
者
ゼ
ロ
」
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
五
月
八
日
、
政
府
の
副
大
臣
会
議
で

は
、木
村
義
雄
厚
生
労
働
副
大
臣
が「
水

際
で
の
対
応
が
成
功
し
て
い
る
」
と
説

明
し
、
出
席
者
か
ら
「
日
本
の
衛
生
水

準
の
高
さ
を
対
日
投
資
の
魅
力
に
加
え

る
べ
き
だ
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
と

い
う
。
患
者
発
生
発
表
を
抑
制
す
る
政

治
的
・
経
済
的
圧
力
は
、
相
変
わ
ら
ず

強
そ
う
で
あ
る
。

　

エ
イ
ズ
原
因
ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
検

査
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
四

年
半
ば
で
あ
る
。
そ
の
年
の
十
一
月
に

開
か
れ
た
会
議
で
、
日
本
に
も
多
数
の

抗
体
陽
性
者
が
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
が
、
後
に
発
覚
し
た
厚
生
省

の
内
部
資
料
に
よ
る
と
、「
抗
体
陽
性

と
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
症
と
は
異
な
る
」
と
し

て
「
マ
ス
コ
ミ
に
は
発
表
し
な
い
」
と

の
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。
実
際
、
多
数

の
感
染
者
が
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
る

に
は
、
一
九
八
五
年
三
月
の
一
号
患
者

発
表
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
懸
念
し
て
い
る

の
は
「
偽
陰
性
」。
厚
労

省
が
問
題
に
し
て
い
る
の

は
「
偽
陽
性
」

　
厚
労
省
が
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
本
格
導

入
に
否
定
的
な
理
由
と
し
て
、
検
査
精

度
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
厚
労
省
が
根

拠
と
す
る
の
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
信
頼
性

に
懸
念
が
あ
り
、
キ
ッ
ト
で
ウ
イ
ル
ス

が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
人
で
も
ウ
イ
ル

ス
を
保
有
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
す
る
四
月
十
八
日
付
け
の
発
表
で
あ

る
。

　
で
き
た
ば
か
り
の
検
査
キ
ッ
ト
は
、

そ
の
信
頼
性
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
懸
念

し
て
い
る
の
は
、
偽
陰
性
（
実
際
は
感

染
し
て
い
る
の
に
陰
性
と
判
定
さ
れ
て

し
ま
う
）
の
問
題
で
あ
り
、
厚
労
省
が

問
題
に
し
て
い
る
の
は
偽
陽
性
（
実
際

は
感
染
し
て
い
な
い
の
に
陽
性
と
判
定

さ
れ
て
し
ま
う
）
の
問
題
。
そ
の
懸
念

の
方
向
性
は
全
く
逆
だ
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
実
際
は
感
染
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
症
状
が
軽
い
な
ど

の
理
由
で
報
告
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る

可
能
性
を
指
摘
し
て
、
中
国
の
公
表
数

値
に
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
つ
ま

り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
推
進

す
る
立
場
で
、
し
か
も
そ
の
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
過
信
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
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は
症
例
を
集
計
発
表
し
、
原
因
を
調
査

究
明
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。

　
一
方
、
原
因
の
究
明
よ
り
も
パ
ニ
ッ

ク
の
抑
制
な
ど
体
制
維
持
を
重
視
す
る

封
建
的
な
国
々
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

国
で
は
、
中
央
集
権
的
な
判
定
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、
報
告
さ
れ
た
症
例
を
吟

味
し
、
お
墨
付
き
を
与
え
る
の
が
仕
事

で
あ
る
。
実
質
的
に
、
民
間
か
ら
の
自

由
な
症
例
発
表
は
許
さ
れ
て
い
な
い
と

も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

エ
イ
ズ
が
登
場
し
た
当
時
、
日
本

で
も
様
々
な
「
擬
似
症
例
」
が
報
告
さ

れ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど

エ
イ
ズ
な
ど
診
た
こ
と
も
な
い
〝
専
門

家
〞
た
ち
に
よ
っ
て
全
て
否
定
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
否
定
さ
れ
て
い
っ
た
症

例
に
は
、
後
に
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
可
能

に
な
っ
て
「
陰
性
」
と
し
て
、
文
字
通

り
「
エ
イ
ズ
で
は
な
か
っ
た
」
と
さ
れ

た
症
例
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も「
陽
性
」

と
し
て
、
後
に
「
エ
イ
ズ
」
と
し
て
認

定
さ
れ
る
症
例
が
否
定
さ
れ
て
い
っ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
も
、
後
の
研
究
で
エ
イ

ズ
と
さ
れ
て
い
た
症
例
の
中
に「
陰
性
」

で
あ
っ
た
者
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

行
政
上
の
誤
り
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
の
専

門
家
が
「
間
違
い
な
く
エ
イ
ズ
だ
」
と

断
定
し
た
症
例
ま
で
否
定
し
た
日
本
に

お
い
て
も
、
そ
れ
は
現
在
に
至
っ
て
も

行
政
上
（
専
門
家
）
の
誤
り
と
は
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
検
査
の
信
頼
性
が
確
立
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ

に
お
い
て
も
、
さ
す
が
に
牛
の
こ
と
な

の
で
、
検
査
で
陽
性
が
出
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
陽
性
結
果
を
受
け
た
専
門
家

委
員
会
が
最
終
決
断
を
く
だ
す
仕
組
み

は
残
さ
れ
て
い
る
。
制
度
上
、
科
学
的

な
検
査
結
果
を
人
為
的
（
政
治
的
）
に

否
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
が
、
日
本

の
体
制
な
の
だ
。

思
い
出
さ
れ
る
日
本
の
エ

イ
ズ
一
号
認
定

　
五
月
十
六
日
、
厚
労
省
は
日
本
を
観

光
し
た
の
ち
台
湾
に
戻
っ
た
台
湾
人
医

師
が
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
疑
い
で
入
院
し
た
と

し
て
、
日
本
で
の
追
跡
調
査
を
行
な
う

と
発
表
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本

で
の
「
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
飛
散

量
は
少
な
い
と
み
ら
れ
る
」
と
し
て
、

日
本
で
の
二
次
感
染
の
可
能
性
は
少
な

い
と
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
日
本

の
エ
イ
ズ
一
号
認
定
で
あ
る
。
一
九
八

五
年
三
月
、
エ
イ
ズ
調
査
検
討
委
員
会

は
、
一
時
的
に
日
本
に
滞
在
し
て
い
た

在
米
の
日
本
人
を
エ
イ
ズ
患
者
と
認
定

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
ち
ら
も
、
既

に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
て
い
る
こ
と
か

ら
「
二
次
感
染
の
恐
れ
な
し
」
と
さ
れ

た
の
だ
っ
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
一
号
認
定
と

同
時
に
、
多
数
の
血
友
病
患
者
が
感
染

し
て
い
る
事
実
も
公
表
さ
れ
た
。
が
、

同
時
に
加
熱
製
剤
承
認
の
見
通
し
も

語
ら
れ
、
対
策
済
み
が
演
出
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。

　

五
月
四
日
、
日
本
経
済
新
聞
は

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
入
院
可
能
二
五
〇
病

院
、
四
七
都
道
府
県
で
整
う
」
と
の

ＬＡＰホットライン
 エイズ電話相談
０３－５６８５－９６４４ 毎週土曜日16時～19時
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見
出
し
で
「
施
設
面
の
備
え
に
ほ
ぼ
メ

ド
が
つ
い
た
」
と
報
じ
た
。
今
回
の
台

湾
人
医
師
騒
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
ま

さ
に
遅
ま
き
な
が
ら
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策
が

整
っ
た
段
階
の
直
後
に
起
こ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

差
別
偏
見
を
押
し
付
け
ら

れ
て
も
、
文
句
の
言
え
な

い
立
場

　
日
本
の
エ
イ
ズ
一
号
患
者
は
、
血
友

病
患
者
で
も
、
異
性
愛
者
で
も
な
く
、

男
性
同
性
愛
者
だ
っ
た
。
以
後
、
エ
イ

ズ
は
日
本
で
も
男
性
同
性
愛
者
の
病
気

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
病
気
）
と
し
て
強

く
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
今
回
は
、
最
流
行
地
域
の
中
国
で
は

な
く
、
台
湾
だ
っ
た
。
坂
口
厚
生
労
働

相
は
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
患
者
さ
ん
が
い
る

病
院
に
勤
め
る
医
師
が
日
を
お
か
ず
に

旅
行
に
出
た
こ
と
自
体
、
医
療
倫
理
に

反
す
る
。
リ
ス
ク
管
理
が
徹
底
し
て
い

な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」「
今
後

こ
う
い
う
こ
と
が
二
度
と
な
い
よ
う
、

台
湾
当
局
に
申
し
入
れ
た
い
」
と
台
湾

を
強
く
非
難
し
た
。

　
お
そ
ら
く
、
出
国
制
限
を
課
し
て
い

る
国
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
非
難
自

体
が
的
外
れ
だ
が
、
こ
の
医
師
が
中
国

人
だ
っ
た
と
し
て
、
中
国
に
対
し
て
も

強
硬
に
抗
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど

う
か
疑
問
で
あ
る
。
台
湾
と
は
日
本
と

の
関
係
が
深
く
、し
か
も
国
交
が
な
い
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
も
加
盟
で
き
て
い
な
い
国
で

あ
る
。
差
別
偏
見
を
押
し
付
け
ら
れ
て

も
、
文
句
の
言
え
な
い
立
場
だ
っ
た
こ

と
は
確
か
の
よ
う
だ
。

鎖
国
で
も
し
な
い
限
り
、

有
効
な
「
水
際
作
戦
」
な

ど
と
れ
る
わ
け
が
な
い

　
五
月
十
八
日
、
厚
生
労
働
省
は
「
二

次
感
染
の
恐
れ
は
ほ
ぼ
な
い
」
と
し
て

い
な
が
ら
、
一
転
し
て
「
接
触
の
可
能

性
が
あ
り
、
体
調
に
異
常
が
あ
っ
た
人

は
保
健
所
な
ど
に
連
絡
を
」
と
呼
び
か

け
る
た
め
、
台
湾
人
医
師
が
滞
在
し
た

宿
泊
先
や
立
ち
寄
っ
た
場
所
な
ど
詳
細

な
足
取
り
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
神

戸
エ
イ
ズ・パ
ニ
ッ
ク
を
想
起
さ
せ
る
。

　

神
戸
エ
イ
ズ
・
パ
ニ
ッ
ク
と
は
、

一
九
八
七
年
一
月
に
「
日
本
人
初
の
女

性
エ
イ
ズ
患
者
」
の
発
表
と
と
も
に
起

こ
っ
た
パ
ニ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
る
。「
多

数
の
日
本
人
男
性
相
手
に
売
春
し
て
い

た
」と
し
て
、「
身
に
覚
え
が
あ
る
人
は
、

必
ず
血
液
検
査
を
受
け
、
医
療
機
関
や

保
健
所
の
指
導
を
受
け
て
欲
し
い
」
と

呼
び
か
け
ら
れ
た
（
ち
な
み
に
、
後
に

女
性
の
遺
族
が
起
こ
し
た
裁
判
で
、
売

春
の
事
実
は
否
定
さ
れ
て
い
る
）。

　
私
に
は
、
ど
ち
ら
も
関
西
を
舞
台
と

し
た
、
公
開
に
よ
る
追
跡
調
査
の
実
験

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
な
ぜ
首
都
圏

で
は
な
く
関
西
な
の
か
？　
も
し
首
都

圏
だ
っ
た
ら
、
追
跡
調
査
な
ど
不
可
能

だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
患
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
公
に
し
た
追
跡
調
査
な
ど
、

感
染
症
対
策
と
し
て
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ

る
。
完
璧
な
追
跡
調
査
な
ど
不
可
能
だ

し
、
必
然
的
に
起
こ
る
パ
ニ
ッ
ク
は
、

そ
の
後
の
感
染
症
対
策
に
と
っ
て
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら

だ
。

　
こ
の
よ
う
な
感
染
症
対
策
に
必
要
な

の
は
、
あ
た
か
も
犯
罪
者
を
あ
ぶ
り
出

す
か
の
よ
う
な
公
開
捜
査
で
は
な
く
、

た
と
え
治
療
法
が
確
立
し
て
い
な
く
て

も
可
能
な
限
り
の
治
療
を
施
す
と
い
う

国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。「
北
風
と

太
陽
」
の
例
え
で
言
え
ば
、
相
変
わ
ら

ず
日
本
は
、
効
果
が
な
い
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
北
風
政
策
を
と
り
続
け
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
厚
労
省
は
、
治
療
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
の
あ
っ

た
リ
バ
ビ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
薬
剤
に
し

て
も
、
副
作
用
を
理
由
に
使
用
し
な
い

よ
う
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
で
は
、
ど

の
よ
う
な
治
療
を
施
し
て
く
れ
る
の
か

は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

　
完
璧
な
追
跡
調
査
を
夢
見
る
の
は
、

国
内
に
感
染
症
が
侵
入
し
て
お
ら
ず
、

水
際
に
て
阻
止
で
き
る
と
の
大
い
な

る
幻
想
か
ら
来
て
い
る
。
今
回
も
「
水

際
作
戦
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
聞
か
れ

る
が
、
実
は
、
エ
イ
ズ
の
と
き
も
そ
う

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
人
や
物
の
行

き
来
が
国
際
的
に
盛
ん
な
現
代
に
お
い

て
、
鎖
国
で
も
し
な
い
限
り
、
有
効
な

「
水
際
作
戦
」
な
ど
と
れ
る
わ
け
が
な
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あなたにしかできないことを、そして
あなたにもできることをお手伝いください

　ライフ・エイズ・プロジェクト（LAP）は「HIV感染者・患者のためのサポートグループ」として、
93年2月に発足しました。以来、感染者・患者のための宿泊、休憩施設「PHAシェルター」の運営を
はじめ、電話相談、バディ活動、交流会、ニュースレターの発行、勉強会・研修会の開催などの活動
を行っています。
　LAPではこうした私たちの活動を支援してくださる「会員」を募集しています。会員制度は、
LAPの活動を維持し、できる限りの支援活動をしていくための人と資金を確保するための制度
です。会員の皆様にはニュースレターや勉強会・研修会等の各種資料をお届けいたします。まだ
会員の登録をされていない方はぜひ、希望する会員の種類とお名前、ご住所をお書きの上、郵便
振替でお申し込み下さい。
　　個人会員（維　持） 年会費 5,000円 （一口。何口でも可）
　　個人会員（一　般） 年会費 3,000円
　　個人会員（学　生)   年会費 2,000円 （但し、相談に応じます）　
　　団体会員（営　利） 年会費 30,000円
　　団体会員（非営利) 年会費 10,000円 （但し、相談に応じます）
　　資料送付料（非会員) 年　間 3,000円 以上
　　振込先： 郵便振替　00290-2-43826　
　　 口座名義　LIFE AIDS PROJECT

お問い合わせは 〒100-8691 東京中央郵便局私書箱490号 LAP まで

い
。
む
し
ろ
、
海
外
で
発
生
が
認
識
さ

れ
た
時
点
で
、
既
に
国
内
に
も
侵
入
し

て
い
る
と
考
え
て
対
策
を
と
る
べ
き
な

の
だ
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
水
際
作
戦
」
を

と
ろ
う
と
す
る
と
、
逆
に
「
国
内
に
は

侵
入
し
て
い
な
い
」
と
い
う
前
提
を
堅

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
よ
っ

て
、
嘘
で
固
め
た
情
報
に
よ
り
、
国
内

対
策
は
お
ざ
な
り
に
、
効
果
が
疑
問
な

「
水
際
作
戦
」
に
の
み
金
と
労
力
を
つ

ぎ
込
ん
で
い
く
結
果
に
な
る
の
だ
。

日
本
の
感
染
症
対
策
へ
の

個
人
的
提
言

　
以
上
を
踏
ま
え
、
日
本
の
感
染
症
対

策
に
対
し
て
個
人
的
提
言
を
列
挙
し
て

お
く
。

一
． 

専
門
家
委
員
会
に
は
、
患
者
認
定

を
行
な
わ
せ
ず
、
疫
学
的
調
査
・

発
表
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
あ
が
っ
て
き
た
報
告
を
中
央

で
審
査
す
る
対
応
で
は
な
く
、
積

極
的
に
現
場
に
赴
き
、
原
因
の

追
求
や
対
策
を
指
示
す
る
専
門
家

チ
ー
ム
が
必
要
で
あ
る
。

二
． 

患
者
・
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
死
守
す
る
。
地
道
な
疫
学
調
査

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

万
一
、
マ
ス
コ
ミ
に
情
報
が
流
れ

た
場
合
、
そ
の
情
報
の
出
所
を
徹

底
的
に
調
査
し
、
断
罪
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三
． 「
水
際
作
戦
」
で
は
な
く
、
す
で

に
国
内
侵
入
を
前
提
と
し
た
国
内

対
策
を
中
心
に
据
え
る
。
そ
の
国

内
対
策
に
は
、
患
者
・
感
染
者
に

対
し
、
可
能
な
限
り
の
治
療
を
施

す
こ
と
も
含
め
る
。

﹇
草
田
央
﹈aids

◎t3.rim
.or.jp

草田央ホームページ

“AIDS
SCANDAL”

http://www.t3.
rim.or.jp/~aids/
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HIV・エイズ関連ニュース
（2002年11月8日～2003年1月31日）

○エイズ検査キット承認＝２０分間で診断可能-米ＦＤＡ
11月8日・時事通信

　米食品医薬品局（ＦＤＡ）は７日、最低２０分間でエイズの予備的な診断が可能な検査キットを承認したと発表した。承認
されたのは米オラシュア・テクノロジーズが開発した「オラクイック」。検査キットは常温で保存でき、特別な装置も必要でなく、
精度は９９．６％とされている。

○漫画雑誌にエイズ予防広告
11月14日・読売新聞

　エイズ予防の啓発広告が、初めて漫画雑誌にお目見えする。来月１日の「世界エイズデー」を前に、厚生労働省とエイズ
予防財団が初めて試みる。広告が掲載されるのは、今月２７日発売号の「週刊少年マガジン」。主要読者層が１５ ３̶０歳で、
啓発対象年齢にぴったり合うことから選ばれた。広告では、コンドームを模したキャラクターが「感染予防にはコンドームの適
正使用が有効」と呼びかける。同省では、首都圏と大阪市内で、公営バスの車体にエイズ予防広告をデザインした「ラッピン
グバス」を３台走らせるなど啓発に力を注いでいる。

○エイズの「遺伝子複合ワクチン」、米で初の臨床試験
11月14日・朝日新聞

　３種類のエイズウイルスに対応する遺伝子複合ワクチンの臨床試験が１３日、世界で初めて米国で始まった。米国立アレ
ルギー・感染症研究所（ＮＩＡＩＤ）が開発した。欧米で目立つＢ型とアフリカで広がっているＡ型、Ｃ型の各ウイルス遺伝子の
一部を合体させている。健康な非感染者５０人を二分し、一方にはワクチンを、一方にはワクチンと称して生理食塩水をそれ
ぞれ注射、１年かけて免疫状態や副作用を調べる。

○ＨＩＶ感染者招いてシンポ　東京・文京区　
11月18日・毎日新聞

　アフリカやブラジルからＨＩＶ感染者を招いたシンポジウム「エイズ・立ち上がる当事者たち」が１８日夜、東京都文京区で開
かれた。ケニアで感染者の生活援助や精神的な支援をしている自助グループ代表の女性（３５）は「無償活動なので苦しい
が、仲間たちの苦痛を少しでも和らげたい」と訴えた。ブラジルの感染者らは、同国がＨＩＶ感染症の治療薬を無料にしてから、
エイズによる死者が６割減った事例などを報告した。問い合わせはアフリカ日本協議会（０３・３８３４・６９０２）へ。

○ウイルス除去した精子で顕微授精　杏林大など成功
11月23日・毎日新聞

　ＨＩＶ（エイズウイルス）に感染した男性の精子からＨＩＶを除去し、顕微授精によって妊娠させることに、杏林大（東京都三鷹市）
など４病院のチームが成功したことが、２３日分かった。人工授精や体外受精は成功例があるが、顕微授精による成功は初
めて。使う精子が１個ですむため、安全性がより高いという。杏林大医学部の神野正雄助教授（産婦人科）によると、１０月
上旬から５組の夫婦に対して実施し、３組が１度目で妊娠した。来年７月ごろ出産の予定。

○人工授精で妻がＨＩＶ感染　ウイルス分離不十分
11月24日・朝日新聞

　西日本の大学病院で、夫の精液からエイズウイルス（ＨＩＶ）を除去する技術を使って人工授精したが、妻がＨＩＶに二次感
染した。最新技術を採用しておらず、ウイルス分離が不十分だったようだ。荻窪病院（東京都）の花房秀次・血液科部長ら
の調べでわかった。この不妊治療は大学の倫理委員会のチェックも受けていなかった。ＨＩＶ感染者の精液にはウイルスが
混じっているため、自然妊娠では妻に感染するおそれがある。このため、ウイルスを除去し、人工授精や体外受精する方法
が開発された。花房さんらは新潟大や慶応大などと共同で、遠心分離法、運動の活発な精子のみを取り出す方法、超高
感度のウイルス検出法を組み合わせ、「理論的には百％安全な」（花房さん）体外受精法を開発した。この２年ほどの間に１０
組が妊娠、うち３組が出産した。花房さんは「倫理委員会に諮らずウイルス除去法を使った不妊治療をしている病院がほか
にもある。二次感染の危険を避けるため、ガイドラインづくりが必要だ」と話している。
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○世界のＨＩＶ感染４２００万人、今年３１０万人死亡
11月26日・読売新聞

　世界保健機関（ＷＨＯ）と国連エイズ計画（ＵＮＡＩＤＳ）は２６日、世界でエイズウィルス（ＨＩＶ）に感染している人が、２００２
年末に４２００万人に上るとの推計調査報告書を発表した。このうち、今年新たに感染した人は５００万人、今年１年間にエ
イズのため死亡した人は３１０万人と推計される。地域別に見ると、アジア太平洋地域では新たに１００万人がＨＩＶに感染し、
感染者総計は７２０万人となった。このうち、１５歳から２４歳が２１０万人。報告書は、中国、インド、インドネシアなど人口が急
増している諸国での予防教育の重要性を強調。特に中国に関しては、政府の公式発表で２００２年半ばに約１００万人とさ
れた感染者数が、早急な対策が講じられない限り、２０１０年には１億人規模に達する恐れもあると警鐘を鳴らした。感染者
数が最も多い地域は、これまで同様、サハラ以南のアフリカで計２９４０万人。新たな感染者数も最も多く３５０万人だった。

○３０日、１２月１日　電話相談　初の女性専用窓口
11月29日・毎日新聞

　来月１日の世界エイズデーに合わせ、ＮＰＯ（特定非営利活動法人）「ＨＩＶと人権・情報センター」など７団体は、３０日午前
１０時から１日午後１０時まで「３６時間ＡＩＤＳ電話相談」を行う。今年で１３回目で初めて女性専用の相談窓口も設ける。３６
時間電話相談はすべての都道府県に窓口を設置し、専門知識のあるスタッフ約２５０人が対応する。

○安部被告の無罪破棄求める　薬害エイズ二審で検察側
11月29日共同通信ニュース速報

　薬害エイズ事件で、業務上過失致死罪に問われ一審東京地裁で無罪判決を受けた元帝京大副学長安部英被告（８６）
の控訴審初公判が29日、東京高裁（河辺義正裁判長）で開かれ、検察側は「一審判決には重大な誤りがあり、被告の過
失は明らかだ」と無罪判決を破棄するよう求めた。検察側は控訴趣意書で「患者の安全・生命を守る『臨床医のあるべき姿』
という基本的視点を欠いている」と一審判決を批判。「被告は非加熱血液製剤の危険性を認識しており、安全なクリオ製剤
に転換しエイズウイルス（ＨＩＶ）感染を避ける義務があった」と主張した。

○コンドーム広告解禁へ＝１４年ぶり、使用を推奨-中国
12月2日・時事通信

　エイズ感染者が激増している中国で、コンドームの広告が１４年ぶりに解禁されることになった。安全なセックスを保証する
とともに、人口増加抑止の産児制限にも役立つため。２日の英字紙チャイナ・デーリーが報じた。同紙によると、国家工商
行政管理総局の当局者は、コンドームに関する限定的な公共広告が来年初めから許可されることを明らかにした。国家計
画出産委員会では「コンドームは避妊と性病予防の最も有効な手段であり、もっと早く解禁されるべきだった」としている。

○Ｅ・ジョンさんが慈善衣装セール＝エイズ対策支援で
12月5日・時事通信

　英国の人気歌手エルトン・ジョンさんが４日、サッカー選手のデービッド・ベッカムさんやその妻ビクトリアさんらの協力を得て、
ロンドン中心部の店でエイズ対策支援の慈善衣装セールを開始した。ジョンさんのシャツやジャケット、ステージ衣装など主
に衣料品約２万点を販売。値段はさまざまだが、ジョンさんが１９７４年に元ビートルズのジョン・レノン氏と共演した際に着た
ピンクの革ズボンは３万５０００ポンド（約６８６万円）。

○ＷＴＯの「コピー薬」交渉、米反対で決裂
12月22日・読売新聞

　エイズなどの治療薬を発展途上国が入手しやすいよう、より安価な「コピー薬」の輸出入を認めるかどうかの問題で、世界
貿易機関（ＷＴＯ）一般理事会での交渉が２１日、米国の反対で決裂した。年内の合意を目指していたが、越年は確実になった。
この問題では、アフリカや南米などの発展途上国が、国内でコピー薬流通を黙認していたことに対し、米国などの大手製薬
会社が、ＷＴＯの知的財産権保護協定（ＴＲＩＰＳ協定）の違反と訴えていた。ＷＴＯの交渉では、コピー薬輸出入を認めるよう、
この協定にどこまで例外規定を設けるかが焦点となった。しかし、米国はエイズ、マラリア、結核など「深刻な感染症」の治療
薬に限って例外扱いにするよう主張し、「がんや糖尿病など、ほかにも深刻な病気がある」として、例外規定拡大を求める途上
国と対立し、交渉は物別れに終わった。

HIVニュース
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○薬害エイズの押収資料返還　厚労省で閲覧可能に
1月8日・共同通信

　薬害エイズ事件で、東京地検が一九九六年八月に旧厚生省を捜索し押収した資料が八日、厚生労働省に返還された。
押収されていたのはエイズウイルス（ＨＩＶ）の感染原因となった非加熱血液製剤に関する文書やカセットテープのほか、手帳
など職員個人の所有物で段ボール箱約二百三十箱分。厚労省は一-二カ月かけて返還された資料を分類、管理簿を作成
した上で、個人の所有物を除いて同省で閲覧できるようにする。

○血液製剤などの投与記録、２０年間保存を義務付け
1月10日・読売新聞

　厚生労働省の薬事・食品衛生審議会の専門部会は１０日、血液製剤などの「特定生物由来製品」を使用した場合、患
者の氏名、住所などの投与記録を２０年間保存するように医療機関に義務付ける同省方針を承認した。１９９７年からは行
政指導で約１０年の記録保存を義務付けているが、今年７月の改正薬事法の施行に合わせ、記録保存措置を強化する。
保存する記録は、患者氏名、住所、製品名、投与日など。一方、製造業者に対しても、病原体の検査結果などを含む採血
記録や出荷した医療機関名などを３０年間、保存するように義務付ける。

○エイズ薬の開発販売権譲渡
1月16日・共同通信経済

　小野薬品工業は１６日、同社が発見した抗ＨＩＶ新薬の全世界での開発・販売権を、世界第２位の製薬会社グラクソ・ス
ミスクライン（ＧＳＫ）に与えたと発表した。ＧＳＫは既に数種の抗エイズ薬を製品化しており、この薬については今年上半期に
も米国で臨床試験に入る。同薬はＨＩＶの体内の細胞表面への結合を防ぐことで、感染を阻止する作用があるという

○血液製剤、０８年に自給達成　国が基本方針で目標設定
1月24日・共同通信

　薬害エイズを教訓に血液製剤の国内自給達成を国に義務付けた血液法制定を受け、厚生労働省の薬事・食品衛生
審議会血液事業部会は二十四日、「2008年をめどに自給達成を目指す」との目標を盛り込んだ国の「基本方針」を大筋で了
承した。厚労省は細部の表現を詰め、七月に予定されている血液法施行に合わせて告示する。

○エイズ救済に１５０億ドル＝米大統領が緊急計画提案
1月29日・時事通信

　ブッシュ米大統領は２８日の一般教書演説でエイズ救済の緊急計画を提案し、５年間で１５０億ドル（約１兆８０００億円）
の支出を認めるよう議会に求めた。うち１００億ドル近くが新規支出になる見通しで、アフリカ諸国を中心とするエイズ感染者
向けに医療品などを供給する。

○０２年の新規感染者５９５人　厚労省のエイズ動向調査
1月31日・共同通信

　2002年に新たに報告されたエイズウイルス（ＨＩＶ）の新規感染者数（速報値）は、前年に比べ26人少ない595人、新
規患者数も31人少ない301人だったことが31日、厚生労働省のエイズ動向委員会に報告された。委員長の吉倉広・国
立感染症研究所長は「前年より低い数字になったが、献血での陽性者数や20代の感染者の増加状況を見ると予断を許
さない状況に変わりはない」としている。

○エイズ感染の献血者８２人…増える一方
1月31日・読売新聞

　昨年１年間に献血した延べ約５７８万４０００人のうち、エイズウイルス（ＨＩＶ）に感染していたケースは延べ８２人（男性７８人、
女性４人）に上り、１４年続けて前年を上回り過去最多を更新したことが３１日、厚生労働省のまとめで分かった。献血の検
査でＨＩＶ感染が判明した件数は、１９８７年が延べ約８１７万人のうち同１１人、８８年が同７９７万人中、９人。ところが、８９年
以降増え続け、献血１０万人当たりの感染数は、８８年の０.１１３人から、昨年は１.４１８人と１０倍以上になった。

注：この記事データは各社の「速報記事」等をもとに編集したものです。

HIVニュース
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7号『在宅看護視察』『社会保障』 全36ページ
サンフランシスコ在宅看護視察／障害年金／TG用語集　他

バックナンバーをご希望の方は郵便振替で代金をお振り込みくだ
さい。郵便振替用紙の通信欄にご希望の号数・部数、郵送先を
ご記入ください。（1万円以下の場合は同額分の切手でも可）
■料金　1冊250円　■送料　1冊目190円、2冊目からは1冊につき80円加算
■郵便振替　00290-2-43826　「LIFE AIDS PROJECT」
■切手送付先　〒100-8691　東京中央郵便局私書箱490号　LAP宛

8号『障害年金の申請手順と解説』 全48ページ
障害年金の申請手順と流れ／性感染症解説　クラミジア　他

9号『HIV感染症の医療環境』 全32ページ
PWAの医療環境の現状と今後（2）／エイズ予防法　他

10号『入院生活のすごし方』 全36ページ
入院患者Aさん、看護婦Bさんの一日／薬害エイズの加害責任　他

11号『HIV陽性者のセックスライフ』 全40ページ
PWAの恋愛日記　僕たちの場合（1）／A型肝炎解説　他

12号『セーフェストセックス講座』 全44ページ
岩室紳也医師の「セーフェストセックス講座」／B型肝炎解説　他

13号『医者との上手な付き合い方』 全48ページ
人はどうやって医者になるのか／食事作り／B、C型肝炎解説　他

14号『免疫学入門（前編）』 全32ページ
免疫学講座（前）／日本感染症学会／ハンセン病講習会　他

15号『インターネット活用法』 全32ページ
PWAのインターネット活用法／「免疫学講座」（後）／食中毒　他

16号『ウイルス学初級講座』 全32ページ
山本直樹東京医科歯科大学教授の「初級講座」／保健所エッセー 他

17号『ピアカウンセリング』 全32ページ
ピアカウンセリング／薬害和解の成果と課題／感染症対策　他

20号『感染者の医療費負担』 全32ページ
ケース別治療費／障害認定のメリット／避妊ピル認可とエイズ　他

22号『障害者認定』『5人の服薬生活』全36ページ
磐井静江医療ソーシャルワーカーインタビュー「障害者認定は厚生
行政を変える一歩」／身体障害者診断書・意見書記入例／薬の服
薬と生活リズム　みんなどうやって飲んでるの？／日本エイズ学会レ
ポート（2）／コラム「献血者への抗体検査結果通知」　他

23号『障害者認定申請窓口の対応』 全28ページ
障害者認定自治体窓口突撃調査／受けられる福祉サービス・交通
機関編／保健所からのエッセー　本来の公衆衛生を取り戻そう／全
国のNGOが集うボランティア指導者研修会参加報告／97年度東
京都ボランティア講習会報告／コラム「ウイルスは消えない」　他

24号『南北格差だけではないギャップ』全32ページ
第12回国際エイズ会議（ジュネーブ）報告／ノービアカプセル（リト
ナビル）製造一時中止／保健所からのエッセー　変な診断書（2）／
G-men祭シンポジウム報告「日本のゲイコミュニティとエイズ」／身
体障害者手帳の使い勝手／コラム「人権とは何だろう」　他

25号『ピアカウンセリングの可能性』 全24ページ
日本向けピア・カウンセリングの可能性／保健所からのエッセー　保
健所ってどういうところ？（1）／書籍紹介『ある日ぼくはエイズと出
会った～シミズクンのエイズサポートグループ設立記』／障害者雇用
促進法の対象に／コラム『非営利』に関する考察　他

31号『学会報告・分野を越えての交流』全28ページ
第14回日本エイズ学会（京都）レポート／日本性感染症学会第13
回学術大会報告／第8回日本HIVカウンセリングワークショップ／公
衆衛生医からのエッセー「サービス利用者の満足は、従事者の満足
からはじまる」／コラム「プライバシー権の概念とその限界」　他

32号『セクシュアリティ入門』 全32ページ
木谷麦子「知った気でいるあなたのためのセクシュアリティ入門講座」
／2001 AIDS文化フォーラム参加記／HIV感染不安者への対応／
ボランティア指導者研修会報告／公衆衛生医からのエッセー「わか
りあう」／コラム「感染を知らない自由の尊重が必要だ」　他

33号『セクシュアルオリエンテーション』全36ページ
入門講座②「セクシュアル・オリエンテーションはどこへ向かうのか」／
MSMを対象としたHIV検査会（名古屋）／HIVポジティブの人 を々応
援するサイト「Positive Street」紹介／エイズ学会報告／「自分のこと
を自分で決めるのは難しい？」／コラム「血液-高まる危険性」　他

34号『プリベンション・ケースマネジメント』全32ページ
HIV感染予防介入策としてのプリベンション・ケースマネジメント（PCM）
／公衆衛生医からのエッセー「“効いた”ということ」／セクシュアリティ
についてよく知らない人に話すときのココロエ／薬害エイズ裁判和解
6周年記念集会／コラム「患者会のあり方に関する提言」　他

35号『名古屋のゲイコミュニティとHIV』全40ページ
ANGEL・LIFE・Nagoya河村氏の活動報告／厚労省検討会／患者さ
ん、医療者へ。3つの視点から情報発信／2002 AIDS文化フォーラム
参加報告／プレカップ神戸2002報告／ヘテロ（異性愛者）がどうして
セクシュアリティのことをやるのか／コラム「エイズ・ノイローゼ」　他

30号『横浜文化フォーラム報告』 全32ページ
7年目を迎えた市民による市民のためのフォーラム「2000 AIDS文化
フォーラム参加報告」／公衆衛生医からのエッセー「インターネット
雑感」／HIV関連インターネット情報／AIDS&Societyフォーラム報告
「疫学研究の成果をどう活かすか」／コラム「エイズの時代」　他

28号『福祉の現場からの報告』 全28ページ
HIV感染者の身体障害者手帳取得にまつわる問題と今後の課題／第
13回日本エイズ学会（東京）レポート／医師向け特別教育セッション
「症例から学ぶHIV感染症診療のコツ」／服薬を支えているものにつ
いての研究／思いやり教育／コラム「予防指針に関する雑感」　他

26号『第12回学会、性感染症学会』 全36ページ
第12回日本エイズ学会（東京）レポート／HIV感染被害者の総合基礎
調査報告／日本性感染症学会第11回学術大会報告／公衆衛生に働
く医師について／東京都衛生局主催エイズボランティア講習会報告／
「教科書にはないHIV診療のコツ」／コラム「新しい啓発」　他

「※」のついている号は無料送付しています。詳しくは25ページをご覧ください。
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21号『第11回学会報告（熊本）』 全32ページ
学会レポート／認定基準の解説／ヘルスプロモーション考　他


